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『
白
見
記
』

本
稿
は
、
本
誌
調
琥
お
よ
び
雲
琥
に
掲
載
さ
れ
た
「
成
化
本
『
白

免
記
』
諄
註
稿
（
一
）
・
（
二
）
」
の
績
編
（
第
九
出
途
中
よ
り
第
十
二
出

ま
で
）
で
あ
る
。
凡
例
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
前
稿
を
参
照
い
た
だ
き

¥
o
 

た
し

鳳
娘
子
、
我
去
也
゜
薗
丈
夫
、
那
去
。
国
回
我
（
賓
）
〔
井
〕
州

太
原
府
投
軍
去
也
。
国
国
祢
去
、
我
也
去
。
国
固
娘
子
、
千
山
萬

水
、
伽
去
不
的
。
国
固
（
計
）
〔
既
〕
然
我
去
不
的
、
弥
有
甚
歴
話
‘

祝
付
我
奴
家
（
已
）
〔
幾
〕
句
。
国
固
娘
子
、
我
去
則
去
、
我
有
三
不

回
。
同
呻
丈
夫
、
那
三
不
回
。
国
国
不
得
官
不
回
‘
不
富
貴
不
回
、

我
死
了
不
回
。
国
固
丈
夫
、
未
曾
出
門
、
説
這
等
不
吉
利
話
。
国

国
娘
子
、
我
還
有
三
件
事
祝
付
祢
。
国
園
丈
夫
、
又
有
那
三
件
事
。

国
我
頭
一
件
事
、
作
身
懐
六
甲
、
個
若
是
女
、
随
娘
改
嫁
。
個

若
是
箇
小
脈
兒
、
好
万
牧
留
在
此
、
接
取
我
劉
家
香
火
。
国
固
丈

成
化
本

繹
註
稿
（
三
）

中
国
研
究
集
刊
致
号
（
総
三
十
七
号
）
平
成
十
七
年
六
月
九
四
ー

―
―
頁

加

藤

聰

葛

葉

礼

後

籐

安

延

高

橋

文

治

谷

口

高

志

陳

文

輝

冨

永

鉄

平

西

尾

俊

弥
説
話
好
差
。
是
小
脈
兒
也
是
劉
家
根
基
、
是
女
核
兒
也
是

仰
劉
家
的
根
基
。
丈
夫
、
（
弟
）
〔
第
〕
三
件
事
、
如
何
説
。
国
固
第

三
件
事
、
説
了
不
打
之
緊
、
把
半
年
的
夫
妻
的
恩
情
都
没
了
。
回

固
好
万
要
祢
説
。
国
固
娘
子
、
個
若
弥
斑
班
艘
艘
逼
勒
仰
不
過
、

（
減
）
〔
掠
〕
強
似
劉
知
遠
的
、
別
嫁
一
（
子
）
〔
箇
〕
。
国
旺
°

回
0
三
不
回
ー
「
三
不
蹄
」
「
三
不
知
」
「
三
不
留
」
「
三
不
従
」
な
ど
と

と
も
に
、
「
三
不
…
」
は
一
種
の
常
套
表
現
。
「
三
不
回
」
は
「
三
不
蹄
」

と
同
意
。
（
漢
）
は
、
「
三
不
蹄
」
の
典
腺
と
し
て
『
管
子
』
「
轄
重
丁
篇
」

を
欅
げ
る
が
、
「
三
」
に
必
ず
し
も
具
髄
的
内
容
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い

だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
汲
本
相
嘗
箇
所
の
「
三
不
回
」
の
内
容
は
成
化
本

と
や
や
異
な
る
。
な
お
、
任
半
塘
『
敦
燈
歌
僻
徳
編
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
七
）
巻
三
に
牧
載
さ
れ
る
、
敦
燻
曲
子
詞
【
長
相
思
】
「
三
不
蹄
」
三

首
は
、
末
句
に
そ
れ
ぞ
れ
「
此
是
富
不
蹄
」
「
此
是
貧
不
蹄
」
「
此
是
死
不

蹄
」
と
い
い
、
成
化
本
が
い
う
「
三
不
回
」
の
原
型
は
こ
の
あ
た
り
に
あ

(94) 



る
か
も
し
れ
な
い
。
（
宋
元
）
参
照
。

O
身
懐
六
甲
—
「
六
甲
」
は
、

元
来
は
十
干
十
二
支
を
組
み
合
わ
せ
た
場
合
の
六
つ
の
甲
、
す
な
わ
ち
甲

子
・
甲
戌
・
甲
申
・
甲
午
・
甲
辰
・
甲
寅
を
い
い
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
星
名
・

紳
名
・
方
術
名
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
「
身
懐
六
甲
」
で
、
懐
妊
す

る
、
の
意
も
あ
ら
わ
す
。
『
隋
書
』
巻
三
四
「
紐
籍
志
」
（
三
）
「
子
部
」
「
五

行
」
に
婦
人
科
の
書
と
思
わ
れ
る
「
六
甲
貫
胎
書
一
巻
」
（
侠
）
が
あ
る
ほ

か
、
明
・
朱
楯
『
普
滑
方
』
巻
一
「
方
脈
総
論
」
「
辮
男
女
形
生
紳
統
論
」

の
條
は
、
「
甲
子
は
水
紳
、
之
れ
が
為
に
血
脈
は
調
暢
せ
ら
れ
…
…
、
甲
戌

は
土
紳
、
之
れ
が
為
に
肌
肉
は
調
理
せ
ら
れ
…
…
、
甲
申
は
金
紳
、
之
れ

が
為
に
爪
倣
は
緊
固
た
り
…
…
、
甲
午
は
火
紳
、
之
れ
が
為
に
五
臓
は
和

悦
し
…
…
、
甲
辰
は
風
紳
、
之
れ
が
為
に
胎
息
は
保
固
せ
ら
れ
…
…
、
甲

寅
は
木
紳
、
之
れ
が
為
に
筋
骨
は
濯
錬
せ
ら
る
。
…
…
信
に
婦
人
の
妊
娠

を
知
り
て
之
れ
を
六
甲
と
謂
う
は
、
登
に
他
有
ら
ん
や
」
と
い
う
。

0
不
打
之
緊
ー
「
不
打
緊
」
と
同
意
。

O
（
減
）
〔
棟
〕
ー
同
音
に
よ
る

誤
り
。
江
本
・
徹
本
が
す
で
に
同
様
に
校
訂
す
る
。

O
別
嫁
一
（
子
）
〔
箇
〕

_
「
子
」
は
、
「
箇
」
の
略
字
髄
か
ら
く
る
誤
り
。
江
本
が
す
で
に
同
様
に

改
め
る
。

回宦
の
セ
リ
フ
＿
奥
さ
ん
、
わ
た
し
は
行
く
と
し
よ
う
。
百
の
セ
リ
フ
＿
ぉ

ま
え
さ
ん
、
ど
こ
へ
行
く
の
。
宦
の
セ
リ
フ
＿
井
州
太
原
府
へ
行
っ
て

軍
に
身
を
投
じ
る
と
し
よ
う
。
＿
旦
の
セ
リ
フ
＿
あ
な
た
が
行
く
な
ら
、

わ
た
し
も
行
き
ま
す
。
宦
の
セ
リ
フ
＿
奥
さ
ん
、
幾
山
河
を
お
ま
え
が

越
え
て
行
け
っ
こ
な
い
。
＿
旦
の
セ
リ
フ
＿
わ
た
し
が
行
け
な
い
の
な
ら
、

お
ま
え
さ
ん
、
何
か
話
が
あ
れ
ば
、
私
に
い
い
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

宦
の
セ
リ
フ
＿
奥
さ
ん
、
わ
た
し
は
行
く
に
は
行
く
が
、
戻
っ
て
来
ら

れ
な
い
場
合
が
三
つ
あ
る
。
＿
旦
の
セ
リ
フ
＿
お
ま
え
さ
ん
、
ど
ん
な
三

つ
の
場
合
な
の
。
宦
の
セ
リ
フ
＿
官
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
戻

ら
ぬ
、
富
貴
を
手
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
戻
ら
ぬ
、
死
ん
だ
ら
戻

ら
ぬ
。
＿
旦
の
セ
リ
フ
＿
お
ま
え
さ
ん
、
ま
だ
門
さ
え
出
て
な
い
の
に
、

そ
ん
な
縁
起
の
悪
い
話
を
す
る
な
ん
て
。
宦
の
セ
リ
フ
＿
奥
さ
ん
、
お

ま
え
に
い
っ
て
お
き
た
い
こ
と
が
さ
ら
に
三
つ
あ
る
。
＿
旦
の
セ
リ
フ
＿

お
ま
え
さ
ん
、
さ
ら
に
ど
ん
な
三
つ
の
こ
と
が
あ
る
っ
て
い
う
の
。

宦
の
セ
リ
フ
＿
ま
ず
第
一
に
、
お
ま
え
は
身
重
、
も
し
生
ま
れ
た
の
が

女
で
あ
れ
ば
、
お
ま
え
の
好
き
な
よ
う
に
再
婚
す
る
が
い
い
。
も

し
生
ま
れ
た
の
が
男
で
あ
れ
ば
、
ど
う
あ
ろ
う
と
引
き
取
っ
て
、

我
が
劉
家
の
祭
祀
を
引
き
紺
が
せ
な
さ
い
。
＿
旦
の
セ
リ
フ
＿
お
ま
え
さ

ん
、
あ
な
た
の
い
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
っ
て
る
わ
。
男
の
子
で

も
一
家
の
礎
、
女
の
子
で
も
あ
な
た
の
劉
家
の
礎
よ
。
お
ま
え
さ

ん
、
三
つ
め
の
こ
と
っ
て
何
゜
笙
の
セ
リ
フ
＿
三
つ
め
は
、
い
う
の
は

か
ま
わ
な
い
が
、
い
え
ば
半
年
の
夫
婦
の
恩
愛
も
消
え
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。
＿
旦
の
セ
リ
フ
＿
と
に
か
く
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
宦
の
セ
リ
フ
＿

奥
さ
ん
、
お
義
兄
さ
ん
お
義
姉
さ
ん
が
再
嫁
を
迫
っ
て
、
も
し
お

ま
え
が
耐
え
き
れ
な
け
れ
ば
、
劉
知
遠
な
ん
か
よ
り
ま
し
な
男
を

選
ん
で
再
婚
し
な
さ
い
。
＿
旦
の
セ
リ
フ
＿
ち
っ
°
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国13[
（
酔
扶
蹄
）
〔
二
犯
獅
子
序
〕
】
仰
説
話
、
太
無
情
。

鳳
娘
子
、
不
是
我
無
情
、
是
祢
珊
艘
逼
勒
我
無
情
。
同
幽

（
止
）
〔
指
〕
望
一
勢
（
未
）
〔
永
〕
定
。
寧
死
如
何
交
我
再
嫁
人
。
奈
我

腹
中
有
卒
。
急
交
我
兒
女
随
別
姓
。
伽
出
言
成
（
雲
）
〔
焦
〕
（
時
間
）
相

轄
。
這
恩
情
如
盤
落
井
。
固
分
別
後
各
塀
志
誠
。
便
倣
道
鐵
石
人

心
腸
‘
也
須
交
涙
淋
。
国
圏

14
〔
【
換
頭
】
〕
上
告
賢
妻
聴
。
休
為
我
憂
成
病
。
弥
班
班
浪
頭
緊
゜

只
伯
伽
口
説
無
憑
。
我
去
後
弥
又
孤
（
輩
）
〔
男
〕
。
伯
眈
閣
了
雨
下

裏
成
病
。
固
分
別
後
各
塀
志
誠
。
便
倣
道
鐵
（
万
）
〔
石
〕
人
心
腸
‘

也
須
交
涙
淋
。
国
圏

15
〔
【
換
頭
】
〕
叫
天
天
不
嗚
。
天
不
隠
地
不
聞
。
打
罵
奴
何
安
穏
゜

正
是
細
思
量
起
〔
口
〕
。
恨
只
恨
奴
家
成
薄
命
。
（
悶
蹄
）
〔
闊
閏
〕
房

獨
守
孤
燈
。
窓
禁
受
凄
涼
光
景
。
回
分
別
後
各
塀
志
誠
。
便
倣
道

鐵
石
人
心
腸
、
也
須
交
弥
涙
淋
。
一
（
豆
）
〔
賓
〕
老
（
生
）
〔
上
〕
墨

16
【
過
（
姑
）
〔
贈
〕
】
去
（
城
以
）
〔
程
已
〕
緊
。
李
三
公
多
憐
憫
。
有
些
小

盤
纏
送
典
悠
゜

鳳
劉
知
遠
、
三
叔
公
使
（
豆
）
〔
賓
〕
老
送
盤
纏
来
了
。
同
回

（
豆
）
〔
賓
〕
公
、
誰
交
祢
送
来
。
〔
闇
固
〕
李
三
公
叫
老
夫
送
十
雨

白
銀
一
套
襖
子
、
典
劉
姐
夫
餞
行
。
国
幽

這
恩
（
得
）
〔
徳
〕
、
山
高
海
様
深
。
生
死
難
忘
叔
丈
人
。
（
豆
）

公
、
仰
典
我
回
言
拝
稟
゜

一
（
豆
）
〔
賓
〕
旦
叫
老
夫
窓
磨
説
。
国
圏

我
劉
知
遠
得
官
後
、
結
草
卿
環
拝
謝
悠
。

一
（
豆
）
〔
賓
〕
旦
老
夫
回
去
。
（
緊
）
〔
謹
〕
領
回
稟
。
＿
（
豆
）
〔
賓
王
国
園

娘
子
、
我
去
也
。
同
固
丈
夫
、
仰
去
、
好
ダ
送
弥
（
巳
）
〔
幾
〕

歩
。
国
圏

1
7
〔
【
金
蓮
子
】
〕
君
去
後
、
何
日
相
逢
得
見
悠
゜
痛
傷
情
。
忍
〔
口
…

…
口
〕
。鳳

娘
子
、
請
行
。
国
〗

18
〔
【
前
腔
】
〕
但
行
程
°
登
（
水
）
〔
山
〕
渡
水
莫
暫
停
。
天
憐
念
、
把

名
利
暫
行
。
回
蹄
此
腐
（
在
）
〔
再
〕
歓
慶
。
同
圏

1
9
〔
【
換
頭
】
〕
共
乳
同
胞
一
母
生
。
今
日
（
元
）
〔
縁
〕
何
反
面
（
青
）
〔
情
〕
。

賠
恩
愛
、
（
反
）
〔
翻
〕
成
倣
驚
餅
°
只
愁
別
時
容
易
痩
伶
打
。
国
幽

20
ら
即
腔
】
〕
祢
如
今
。
閑
言
浪
語
少
要
聴
°
休
急
悶
°
且
将
息
弥

身
懐
卒
°
回
蹄
此
虜
（
在
）
〔
再
〕
歓
慶
。
国
幽

21
〔
【
換
頭
】
〕
町
靡
祝
付
三
雨
行
。
閑
花
野
草
少
要
攀
。
賠
恩
愛
、

休
倣
等
閑
゜
只
愁
別
時
容
易
見
時
難
。
国
薗

22
【
尾
聟
】
生
離
死
別
該
前
定
。
未
知
何
年
月
日
得
見
悠
。
就
是
鐵

打
心
腸
也
涙
傾
゜

胃
娘
子
‘
麻
鞘
緊
繋
（
布
娘
）
〔
歩
齊
〕
雲
。
同
呻
楊
柳
棲
前
問

（
的
）
〔
信
〕
昔
。
流
涙
眼
（
開
）
〔
観
〕
流
涙
眼
、
（
痛
）
〔
断
〕
腸
人
送

断
腸
人
。
国
国
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〇
〔
【
換
頭
】
〕
汲
本
【
前
腔
】
、
始
譜
【
紅
獅
兒
】

23
【
臨
江
仙
】
回
郎
去
也
、
涙
交
流
。
馬
行
十
歩
九
回
頭
。
蹄
家
不

敢
高
聟
哭
‘
閣
涙
狂
狂
不
敢
流
。
国

圃
1
3
\
2
0
.
2
2
I

庚
亭
、
偵
文
、
侵
尋
韻
。

2
1—
干
寒
、
江
陽
韻
。

2
3
|

鳩
侯
韻
゜

璽
13
ー
汲
本
、
始
譜
、
成
譜
、
定
譜
。

O
【
酔
扶
蹄
】
汲
本
成
譜
定

譜
【
獅
子
序
】
、
始
譜
【
二
犯
獅
子
序
】

0
「
祢
」
諸
本
「
伊
」

0
「止

望
一
勢
未
定
」
汲
本
・
成
譜
・
定
譜
「
又
道
是
―
牢
永
定
」
、
始
譜
「
又
道
是

ニ
―
―
口
為
定
」

0
「
寧
死
」
諸
本
「
寧
死
後
」

0
「
交
」
始
譜
・
成

譜
・
定
譜
「
教
」

0
「
我
再
嫁
人
」
汲
本
「
我
改
嫁
人
」
、
始
譜
「
改

嫁
別
人
」
、
成
譜
・
定
譜
「
改
嫁
他
人
」

0
「
奈
我
」
汲
本
「
是
我
」
、

始
譜
「
況
奴
」
、
成
譜
・
定
譜
「
況
我
」

0
「
交
我
兒
女
」
汲
本
「
交

兒
女
」
、
始
譜
「
教
我
兒
女
去
」
、
成
譜
・
定
譜
「
教
兒
女
去
」

0
「随

別
姓
」
諸
本
「
従
別
姓
」

0
「
作
」
始
譜
「
伊
」

0
「
出
言
」

汲
本
・
成
譜
・
定
譜
「
出
言
語
」

0

「
式
雰
時
間
相
轄
」
汲
本
「
式
敏
~

傷
情
」
、
始
譜
「
式
悠
相
轄
」
、
成
譜
・
定
譜
「
式
傷
情
」

0
「
恩
情
」

汲
本
・
成
譜
・
定
譜
「
恩
徳
」

0
「
分
別
後
」
諸
本
「
分
別
去
」

0
「
志
誠
」
成
譜
定
譜
「
一
箇
志
誠
」

0
「
便
倣
道
」
汲
本
「
便
倣
」
、

始
譜
「
便
倣
了
」
、
成
譜
・
定
譜
「
便
」

0
「
鐵
石
人
」
諸
本
「
鐵
石
」

0
「
交
涙
淋
」
汲
本
「
交
涙
零
」
、
始
譜
「
教
我
涙
零
」
、
成
譜
・
定
譜
「
教

涙
零
」

14
ー
汲
本
、
始
譜
゜

0
「
賢
妻
」
汲
本
「
妻
妻
」

0
「
休
為
我
憂
成
病
」
汲
本
「
伯
弥
執

不
定
」
、
始
譜
「
伯
弥
心
不
定
」

0
「
爵
爵
浪
頭
緊
」
汲
本
「
班
艘
式

毒
狼
」
、
始
譜
「
班
艘
浪
頭
緊
」

0
「
伯
」
汲
本
「
恐
」

0
「憑」

汲
本
「
憑
准
」

0
「
我
去
後
弥
又
孤
輩
。
伯
眈
閣
了
雨
下
裏
成
病
」

汲
本
「
我
獨
自
守
孤
男
。
恐
眈
閣
雨
下
成
病
」
、
始
譜
「
郁
拇
閣
雨
下
成

病」

0
「
国
分
別
後
各
雛
志
誠
。
便
倣
道
鐵
万
人
心
腸
‘
也
須
交
涙

淋
」
汲
本
「
固
圃
」
、
始
譜
「
分
別
去
各
雛
志
誠
。
便
倣
了
鐵
石
心
腸
‘
也

須
教
我
涙
零
」

16I汲
本
、
成
譜
、
定
譜
。

O
【
過
姑
】
汲
本
【
入
賄
】
、
成
譜
・
定
譜
【
連

枝
賊
】

0
「
去
城
以
緊
」
諸
本
「
去
程
已
緊
」

0
「
有
些
小
」
諸

本
「
些
少
」

0
「
送
典
悠
」
汲
本
・
成
譜
「
相
贈
怨
」
、
定
譜
「
相
贈

悠」

0
「
恩
得
」
諸
本
「
恩
徳
」

0
「
山
高
」
諸
本
「
山
様
高

来」

0
「
叔
丈
人
」
諸
本
「
叔
丈
恩
」

0
「
豆
公
、
弥
典
我
回

言
拝
稟
」
汲
本
「
祢
典
我
回
言
拝
稟
」
、
成
譜
・
定
譜
「
弥
典
我
、
回
言
多

拝
稟
」

0
「
我
劉
知
遠
得
官
後
、
結
草
卿
環
拝
謝
悠
」
汲
本
「
異
日

身
榮
来
報
恩
゜
謹
依
登
命
、
謹
依
蛋
命
」
、
成
譜
・
定
譜
「
異
日
身
榮
報
大

恩
゜
謹
依
盛
命
」

18I汲
本
、
成
譜
。
〇
〔
【
前
腔
】
〕
諸
本
【
金
蓮
子
】

0
「
但
行
程
」

汲
本
「
塀
登
程
。
塀
登
程
」
、
成
譜
「
雛
登
程
」

0
「
登
水
渡
水
」
諸

本
「
渡
水
登
山
」

0
「
天
憐
念
」
汲
本
「
天
憐
念
、
天
憐
念
」

0
「
把
名
利
暫
行
」
諸
本
「
名
利
早
成
」

0
「
回
蹄
此
慮
在
歓
慶
」

汲
本
「
回
蹄
此
日
再
歓
慶
」
、
成
譜
「
固
回
蹄
此
日
再
歓
慶
」
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19I汲
本
、
成
譜

'

0

「
共
乳
同
胞
一
母
生
」
諸
本
「
町
摩
獨
付
一

整」

0
「
今
旦
冗
何
反
面
宵
」
諸
本
「
野
草
閑
花
莫
要
尋
」

0
「将

恩
愛
」
汲
本
「
将
恩
愛
、
将
恩
愛
」

0
「
反
成
倣
」
諸
本
「
翻
成
作
」

0
「
只
愁
」
汲
本
「
只
恐
」
、
成
譜
「
固
只
恐
」

22I汲
本
。

0
「
該
」
汲
本
「
皆
」

0
「
就
是
鐵
打
心
腸
也
涙
傾
」

汲
本
「
鐵
石
心
腸
也
涙
零
」

回
O
【
（
酔
扶
蹄
）
〔
二
犯
獅
子
序
〕
】
ー
汲
本
・
成
譜
・
定
譜
旦
獅
子
序
】
に
作

り
、
始
譜
は
【
二
犯
獅
子
序
】
に
作
る
。
始
譜
に
従
っ
て
[
二
犯
獅
子
序
】
と

し
た
。
始
譜
は
二
曲
目
を
【
紅
獅
兒
】
と
し
て
い
る
が
、
二
曲
目
・
三
曲
目
は
、

一
曲
目
の
冒
頭
「
三
、
三
。
」
句
が
、
五
字
叶
韻
句
に
か
わ
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
二
曲
を
【
換
頭
】
と
し
た
。
た
だ
し
二
曲

目
は
合
唱
の
前
に
一
句
の
脱
落
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
曲
目

第
五
句
は
叶
韻
句
で
あ
る
べ
き
な
の
で
、
汲
本
に
従
っ
て
「
孤
蹴
」
を
「
孤

男
」
に
校
訂
し
、
三
曲
目
第
四
句
も
叶
韻
句
で
あ
る
か
ら
、
句
末
に
空
格

を
一
字
補
っ
た
。
校
記
参
照
。

O
一
勢
（
未
）
〔
永
〕
定
ー
「
一
勢
永
逸
」

と
同
意
で
、
一
時
の
苦
勢
に
よ
っ
て
永
き
安
柴
を
得
る
、
の
意
。
後
漢
・
班

固
「
封
燕
然
山
銘
」
（
『
文
選
』
巻
五
六
）
に
、
漢
・
揚
雄
の
「
上
書
諌
勿
耶

干
朝
」
（
『
漢
書
』
巻
九
四
下
「
匈
奴
偲
」
（
下
）
所
引
）
に
見
え
る
表
現
を

踏
ま
え
て
「
絃
れ
一
た
び
勢
し
て
久
し
く
逸
ん
じ
、
暫
く
費
や
し
て
永
く

寧
ら
か
な
り
と
謂
う
べ
し
」
と
い
う
。
（
漢
）
参
照
。
ま
た
『
則
欽
記
』
第

ニ
八
出
【
勝
如
花
】
第
二
曲
に
も
「
我
為
絶
宗
派
、
結
婚
姻
。
指
望
一
牢
永

定
」
と
あ
る
。

O
寧
死
—
「
任
死
」
「
只
管
」
の
意
。

O
伽
出
言 四

式
（
雲
）
〔
照
〕
（
時
間
）
相
軽
ー
始
譜
が
引
く
【
二
犯
獅
子
序
】
は
、
こ
の
句
を
七

乙
と
し
、
「
伊
出
言
式
照
相
轄
」
に
作
る
。
こ
れ
に
従
っ
て
「
時
間
」
を
術

字
と
し
た
。
な
お
、
諸
本
も
「
雲
」
を
「
敏
~
」
に
作
る
。
校
記
参
照
。

〇
恩
情
如
聾
落
井
ー
常
語
。
始
譜
「
仙
呂
入
雙
調
過
曲
」
【
錦
上
花
】
の
條

に
引
く
『
王
詳
臥
氷
』
に
「
把
好
恩
情
如
臆
蕗
井
」
と
あ
り
、
『
薙
熙
築
府
』

巻
一
五
【
一
江
風
】
「
粉
望
」
第
二
曲
に
「
恨
薄
情
一
似
聾
落
井
」
、
同
巻
一

六
【
恨
更
長
】
「
感
恨
」
に
「
恩
情
惜
似
鞭
蕗
井
」
と
あ
る
。

O
辮
志

誠
ー
前
稿
第
三
出
「
但
籍
）
〔
塀
〕
志
誠
心
・
:
・
：
何
勢
紳
不
喜
」
の
註
参

照。

O
便
倣
道
鐵
石
人
心
腸
ー
「
便
倣
道
」
は
、
た
と
え
、
の
意
。
（
植
）

参
照
。
「
人
」
は
第
七
出
同
様
、
術
字
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
稿
第
七
出

「
鐵
石
人
五
臓
心
不
善
」
の
註
参
照
。

O
浪
頭
緊
ー
「
風
聟
緊
」
と

共
通
し
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
で
あ
ろ
う
が
、
「
浪
頭
緊
」
の
用
例
は
見
な

い。

O
口
説
無
憑
ー
常
語
。
（
漢
）
参
照
。

O
叫
天
天
不
聰
天
不

哨
地
不
聞
—
常
語
。
唐
・
戎
翌
「
苦
辛
行
」
（
『
柴
府
詩
集
』
巻
三
五
）
に
「
面

を
仰
ぎ
て
天
に
訴
え
ど
も
天
は
聞
か
ず
、
頭
を
低
れ
て
地
に
告
げ
ど
も
地

は
も
の
言
わ
ず
」
と
あ
り
、
『
消
平
山
堂
話
本
』
「
西
湖
三
塔
記
」
に
「
宣

賛
叫
天
不
應
‘
叫
地
不
聞
、
正
煩
悩
之
間
、
只
見
籠
邊
卯
奴
道
、
『
蒋
爵
、

我
再
救
弥
』
」
と
あ
る
。

O
正
是
細
思
量
起
〔
口
〕
ー
こ
の
一
句
は
叶
韻

句
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
い
ま
個
に
「
因
」
の
脱
字
を
想
定
し
て

繹
を
つ
け
た
。
な
お
、
「
起
因
」
は
「
原
因
」
と
同
意
。

O
（
悶
蹄
）
〔
闘

闇
〕
房
I
江
本
が
す
で
に
「
蹄
」
を
「
闇
」
に
改
め
る
。
こ
こ
で
は
文
脈
に

よ
り
「
悶
」
も
「
闘
」
に
改
め
た
。

O
【
過
（
姑
）
〔
嫌
〕
】
ー
汲
本
は
【
入
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贈
】
、
成
譜
・
定
譜
は
【
連
枝
嫌
】
と
し
、
裔
本
は
【
過
嫌
】
に
校
訂
す
る
。
成

化
本
第
四
出
第
3
曲
に
【
（
遇
帖
）
〔
過
嫌
〕
】
の
曲
牌
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で

は
椴
に
愈
本
に
従
っ
た
。
た
だ
し
、
本
曲
は
【
嫌
】
の
格
律
と
必
ず
し
も
合

致
し
な
い
。
〇
〔
【
金
蓮
子
】
〕
ー
原
文
で
は
曲
牌
名
の
表
示
を
鋏
く
が
、

江
本
・
徹
本
の
校
訂
に
従
い
、
【
金
蓮
子
】
の
曲
牌
名
を
補
っ
た
。
た
だ
し
、

【
金
蓮
子
】
の
格
律
か
ら
い
え
ば
、
一
曲
目
は
第
一
句
目
「
後
」
が
失
韻
で

あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
曲
文
の
字
敷
句
敷
が
足
り
ず
、
「
忍
」
字
以
後

に
文
字
の
脱
落
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
二
曲
目
・
五
曲
目
を
汲
本
・

成
譜
は
【
金
蓮
子
】
と
し
て
引
き
、
成
譜
は
そ
の
案
語
中
に
第
一
句
が
三
字

句
の
も
の
（
二
曲
目
）
は
「
正
髄
」
、
七
字
句
の
も
の
（
五
曲
目
）
は
「
換
頭
」

で
あ
る
と
述
べ
る
。
三
曲
目
と
四
曲
目
は
、
校
訂
し
う
る
テ
キ
ス
ト
が
な

い
が
、
格
律
上
、
【
金
踊
子
】
の
「
正
個
」
と
「
換
頭
」
で
あ
る
と
見
倣
せ

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
曲
牌
名
を
補
っ
た
。
ま
た
、
【
二
犯
獅
子
序
】
か
ら
【
尾

聟
】
ま
で
は
一
套
を
成
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
第
21
曲
は
、
他
曲

と
脚
韻
を
異
に
す
る
が
、
一
套
の
中
で
韻
が
嬰
化
す
る
例
は
『
張
協
欣
元
』

第
―
二
出
・
第
五
一
出
等
に
も
見
ら
れ
、
南
曲
系
の
套
敷
構
成
の
特
徴
で
あ

る
。
な
お
、
こ
の
第
21
曲
は
、
汲
本
の
【
前
腔
】
（
成
譜
も
「
又
一
髄
」
と
し

て
引
く
）
と
共
通
し
た
曲
辞
を
も
つ
が
、
韻
を
異
と
す
る
の
で
別
曲
と
考
え
、

校
記
か
ら
は
除
外
し
た
。

O
把
名
利
暫
行
—
待
考
。
こ
の
一
句
は
ど

の
よ
う
な
句
づ
く
り
に
な
っ
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
何
ら
か
の

誤
り
を
含
む
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
後
文
（
第
十
出
）
に
見
え
る
成
語
「
人

被
利
名
来
」
の
意
と
し
て
解
繹
し
た
。
第
十
出
「
五
里
一
雙
牌
…
…
人
被

利
名
来
」
の
註
参
照
。
〇
（
反
）
〔
翻
〕
成
倣
驚
餅
ー
常
語
。
『
荊
欽
記
』

第
九
出
【
尾
】
に
「
誰
想
番
成
作
書
餅
」
と
あ
る
。

O
将
息
ー
「
保
重
」

の
意
。
（
植
）
参
照
。

O
別
時
容
易
見
時
難
—
成
語
。
前
稿
第
八
出
註

参
照
。

O
生
離
死
別
該
前
定
ー
「
生
離
死
別
皆
前
定
」
は
常
語
。
ち

な
み
に
、
徹
本
・
江
本
は
汲
本
に
従
っ
て
「
該
」
を
「
皆
」
に
改
め
る
。

〇
就
是
鐵
打
心
腸
也
涙
傾
ー
常
語
。
『
宦
門
子
弟
錯
立
身
』
第
九
出
【
解
三

醒
】
に
「
便
倣
鐵
打
心
腸
珠
涙
傾
」
と
あ
り
、
元
・
羅
熾
『
酔
翁
談
録
』
甲

集
巻
一
「
小
説
開
闘
」
の
條
に
「
説
國
賊
懐
奸
従
倭
、
遷
愚
夫
等
賭
生
噴
゜

説
忠
臣
負
屈
卿
冤
、
鐵
心
腸
也
須
下
涙
」
と
あ
る
。

O
麻
娃
緊
繋
（
布

娘
）
〔
歩
宵
〕
雲
：
・
:
（
痛
）
〔
断
〕
腸
人
送
断
腸
人
ー
生
と
旦
の
退
場
詩
。
「
流

涙
眼
観
流
涙
眼
、
断
腸
人
送
断
腸
人
」
は
、
常
語
。
元
本
『
琵
琶
記
』
第

ニ
八
出
退
場
詩
、
『
荊
奴
記
』
第
一
五
出
に
同
じ
表
現
が
あ
る
。
な
お
、
「
断

腸
人
送
断
腸
人
」
の
一
句
に
つ
い
て
は
、
『
中
原
音
韻
』
「
作
詞
十
法
」
「
定

格
」
が
引
く
【
小
桃
紅
】
「
情
」
詞
に
も
「
断
腸
人
寄
断
腸
詞
」
と
見
え
、

か
な
り
人
口
に
腑
炎
し
た
常
語
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
娘
」
は

文
意
に
よ
っ
て
、
「
的
」
「
観
」
「
痛
」
は
汲
本
に
よ
っ
て
改
め
た
。
江
本
・

愈
本
が
す
で
に
同
様
に
校
訂
す
る
。

O
【
臨
江
仙
】
回
_
本
曲
は
「
三
、

三
。
七
。
七
、
七
。
」
と
い
う
き
わ
め
て
起
源
の
古
い
俗
曲
の
格
律
を
と
る
。

こ
の
格
律
は
、
早
く
敦
燻
出
土
の
嬰
文
曲
に
見
ら
れ
、
田
中
謙
二
は
韻
律

的
眼
貼
か
ら
の
分
析
を
通
じ
て
、
冒
頭
の
三
字
句
二
句
が
七
字
句
一
句
か

ら
の
派
生
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
（
「
嬰
文
曲
の
一
句
法
に
つ
い
て
」

『
田
中
謙
一
第
二
巻
、
汲
古
書
院
、
二

O
O
O
)
。
成
化
本
に
お
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い
て
、
後
段
第
三
七
葉
b

に
見
え
る
[
臨
江
仙
〗
が
、
本
曲
と
曲
癖
を
ほ
ぼ

同
じ
く
し
、
か
つ
冒
頭
を
七
字
句
と
す
る
「
七
。
七
。
七
、
七
。
」
の
格
律

を
と
る
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
示
す
例
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
田
中
は
同

文
で
「
三
、
三
。
七
。
七
、
七
。
」
の
格
律
を
と
る
初
期
詞
牌
の
例
と
し
て

【
描
練
子
】
【
解
紅
】
【
紅
棗
子
】
等
を
攀
げ
る
が
、
「
三
、
三
。
七
。
七
、
七
。
」
、

「
七
。
七
。
七
、
七
。
」
い
ず
れ
に
し
て
も
、
曲
牌
や
詞
牌
の
[
臨
江
仙
】
の

格
律
に
合
致
し
な
い
。
こ
こ
で
は
、
本
曲
に
後
段
の
[
臨
江
仙
]
と
の
格
律

上
の
整
合
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
他
の
牌
名
に
改
め
る
根
握

に
鋏
け
る
こ
と
か
ら
、
あ
え
て
校
訂
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
一
首
は

お
そ
ら
く
詞
で
あ
る
。
「
回
」
は
「
国
」
の
誤
り
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
生

が
退
場
し
た
後
で
あ
る
の
で
、
旦
が
詞
を
退
場
詩
と
し
て
朗
唱
し
た
も
の

と
考
え
た
。

O
馬
行
十
歩
九
回
頭
…
…
閣
涙
注
注
不
敢
流
ー
別
離
の

場
面
に
お
け
る
一
種
の
常
套
表
現
。
元
本
『
琵
琶
記
』
第
五
出
〖
郎
胡
天
]

に
「
正
是
馬
行
十
歩
九
回
頭
。
師
家
只
恐
傷
親
意
、
閣
涙
注
注
不
敢
流
」

と
あ
る
。
な
お
、
『
消
平
山
堂
話
本
』
「
柳
昔
卿
詩
酒
玩
江
棲
」
冒
頭
の
七

言
詩
に
は
、
「
萬
種
風
流
観
不
盛
、
馬
行
十
歩
九
嵯
詑
」
と
い
う
。
こ
こ
に

い
う
「
馬
行
十
歩
九
回
頭
」
も
あ
る
い
は
こ
れ
と
同
じ
含
意
か
も
し
れ
な

¥

o

 

し圃同
13
【
二
犯
獅
子
序
】
あ
な
た
の
い
っ
て
る
こ
と
は
、
な
ん
て
薄
情
な

の
で
し
ょ
う
。

宦
の
セ
リ
フ
＿
奥
さ
ん
、
わ
た
し
が
薄
情
な
の
で
は
な
い
、
お
ま

え
の
兄
と
兄
嫁
が
わ
た
し
を
薄
情
に
し
て
し
ま
っ
た
ん
だ
。

言じ
め
に
習
努
し
て
お
け
ば
あ
と
が
柴
」
と
い
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
ど
う
し
て
ひ
た
す
ら
再
嫁
し
ろ
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。

い
か
ん
せ
ん
わ
た
し
の
お
腹
に
は
赤
ち
ゃ
ん
が
。
ど
う
し
て
我
が

子
を
別
姓
に
で
き
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
言
葉
は
わ
た
し
を
ひ
ど

く
馬
鹿
に
し
て
い
る
わ
。
こ
の
恩
愛
も
井
戸
に
落
ち
た
蓋
の
よ
う

な
も
の
。
同
圏
別
れ
た
後
も
各
々
慎
心
を
つ
く
し
ま
し
ょ
う
。
た

と
え
鐵
や
石
の
心
根
の
人
で
も
、
涙
を
流
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
い
。

冒
1
4
〖
換
頭
】
賢
妻
に
告
げ
よ
う
。
我
が
た
め
に
憂
え
て
病
に
な
ら
ぬ

よ
う
。
義
兄
さ
ん
は
お
ま
え
へ
の
風
あ
た
り
が
強
い
。
お
ま
え
の

今
の
言
が
あ
て
に
な
ら
ぬ
の
が
心
配
だ
。
わ
た
し
が
行
け
ば
ま
た

お
ま
え
は
一
人
。
こ
の
ま
ま
で
は
互
い
に
病
に
な
る
や
も
し
れ
ぬ
。

同
別
れ
た
後
も
各
々
倶
心
を
つ
く
し
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
鐵
や

石
の
心
根
の
人
で
も
、
涙
を
流
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
い
。
＿
旦
の
う
た
＿

1
5〖
換
頭
】
天
に
呼
び
か
け
て
も
天
は
應
え
な
い
。
天
は
應
え
ず
地

も
應
え
な
い
。
の
の
し
ら
れ
て
ど
う
し
て
大
人
し
く
し
て
い
ら
れ

ま
し
ょ
う
。
こ
と
の
始
ま
り
に
心
を
め
ぐ
ら
せ
ば
。
た
だ
わ
た
し

の
運
の
っ
た
な
さ
が
恨
め
し
い
。
寝
屋
を
閉
ざ
し
て
空
房
を
守
る
。

ど
う
し
て
こ
の
さ
び
し
さ
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
圏
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馴
別
れ
の
後
も
各
々
慎
心
を
つ
く
し
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
鐵
や
石

の
心
根
の
人
で
も
‘
涙
を
流
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
い
。
賓
老
が
登
場

し
て
う
た
う
一

16
【
過
購
】
も
う
出
骰
だ
。
李
三
公
は
憐
れ
み
深
く
。
い
さ
さ
か
の

路
銀
を
そ
な
た
に
お
く
ら
れ
た
。

＿
旦
の
セ
リ
フ
＿
劉
知
遠
、
三
番
目
の
叔
父
上
が
こ
の
賓
の
お
じ
い

さ
ん
に
路
銀
を
も
っ
て
来
さ
せ
ま
し
た
。
宦
の
セ
リ
フ
＿
賓
の
お

や
じ
さ
ん
、
誰
が
あ
な
た
に
送
り
届
け
さ
せ
た
ん
で
す
か
。

貰
老
の
セ
リ
フ
＿
李
三
公
が
わ
た
し
に
十
雨
の
銀
子
と
綿
入
れ
を

劉
の
婿
ど
の
に
餞
別
と
し
て
送
り
届
け
さ
せ
ま
し
た
。
国
四
ロ

囚

こ
の
御
恩
は
、
山
の
よ
う
に
高
く
海
の
よ
う
に
深
い
。
死
ん
で
も

忘
れ
難
い
叔
父
上
の
御
恩
。
賓
の
お
や
じ
さ
ん
、
わ
た
し
の
言
葉

を
お
偲
え
く
だ
さ
い
。

買
老
の
セ
リ
フ
＿
ど
う
申
し
上
げ
た
ら
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

宦
の
う
た
＿

わ
た
く
し
劉
知
遠
が
官
を
得
た
ら
、
ご
恩
に
必
ず
や
報
い
ま
し
ょ

う
と
。

賓
老
の
セ
リ
フ
＿
わ
た
し
は
蹄
り
ま
す
。
謹
ん
で
ご
報
告
い
た
し

ま
し
ょ
う
。
貰
老
退
揚
宦
の
セ
リ
フ
＿
奥
さ
ん
、
わ
た
し
は
行
き

ま
す
。
＿
旦
の
セ
リ
フ
＿
あ
な
た
、
行
く
の
で
し
た
ら
、
そ
こ
ま
で

お
送
り
し
ま
す
。
＿
旦
の
う
た
＿

17
【
金
蓮
子
】
あ
な
た
が
行
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
い
つ
の
日
め
ぐ
り

會
え
る
で
し
ょ
う
。
痛
む
心
で
耐
え
忍
ぶ
。

宦
の
セ
リ
フ
＿
奥
さ
ん
、
お
先
に
ど
う
ぞ
。
国
囮
団
g

18
【
前
腔
】
た
だ
進
み
行
き
。
山
越
え
川
越
え
す
こ
し
も
止
ま
る
こ

と
は
な
い
。
天
も
憐
れ
め
、
名
利
に
引
か
れ
て
し
ば
し
行
く
。
こ

こ
に
戻
れ
ば
ま
た
仲
む
つ
ま
じ
く
。
＿
旦
の
う
上

19
【
換
頭
】
同
じ
乳
で
育
ち
母
を
同
じ
く
し
た
の
に
。
今
に
な
っ
て
ど

う
し
て
仲
た
が
い
す
る
の
で
し
ょ
う
。
恩
愛
が
、
総
に
描
い
た
餅

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
別
れ
の
易
き
に
流
さ
れ
て
や
せ
衰
え

る
の
が
憂
わ
し
い
。
宦
の
う
た
＿

20
【
前
腔
】
お
ま
え
今
は
。
繰
り
言
を
い
っ
て
は
な
ら
な
い
。
あ
せ

り
悩
む
な
。
大
事
に
な
さ
い
お
ま
え
は
身
重
。
こ
こ
に
戻
れ
ば
ま

た
仲
む
つ
ま
じ
く
。
＿
旦
の
う
上

21
【
換
頭
】
ね
ん
ご
ろ
に
二
言
三
言
申
し
ま
し
ょ
う
。
あ
だ
花
は
折

ら
な
い
よ
う
に
。
恩
愛
を
、
お
ろ
そ
か
に
は
し
な
い
よ
う
。
た
だ

別
れ
は
易
く
ま
み
え
る
は
難
い
の
が
悲
し
い
だ
け
。
宦
の
う
た
＿

22[
尾
聟
】
生
離
死
別
は
と
う
か
ら
定
め
ら
れ
て
い
る
。
い
つ
の
日

あ
な
た
に
め
ぐ
り
會
え
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
た
と
え
鐵
の
心
で

も
涙
を
流
す
と
い
う
や
つ
だ
。

宦
の
セ
リ
フ
＿
奥
さ
ん
、
ぼ
ろ
ぐ
つ
を
き
つ
く
縛
り
出
世
の
道
を

行
く
と
し
ま
す
。
＿
旦
の
セ
リ
フ
＿
別
れ
た
楊
柳
棲
で
知
ら
せ
を
待

ち
ま
し
ょ
う
。
涙
目
が
涙
目
を
見
、
断
腸
の
思
い
で
断
腸
の
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恩
人
を
送
る
と
い
う
も
の
。
国
園
幽

23
【
臨
江
仙
】
＿
旦
の
セ
リ
フ
＿
あ
の
ひ
と
は
行
っ
て
し
ま
っ
た
、
涙
が
し

と
ど
に
流
れ
る
。
．
駒
の
十
歩
に
九
度
は
振
り
か
え
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。
わ
た
し
は
家
に
蹄
っ
て
も
泣
き
わ
め
く
ま
い
、
あ
ふ
れ
る
涙

を
押
し
と
ど
め
て
流
す
ま
い
。
国
幽

第
十
出
〔
生
〕

国1【
集
賢
賓
】
麻
鞘
緊
繋
一
似
飛
゜
只
得
歩
（
砥
）
〔
賑
〕
登
程
、
野
草

閑
花
愁
満
地
。
過
前
村
小
橋
流
水
。
（
魚
）
〔
漁
〕
翁
釣
隻
゜
敲
（
零
）
〔
榔
〕

板
歌
聟
（
謡
役
）
〔
揺
捜
〕
。
（
看
）
〔
堪
〕
驚
慮
。
（
揺
）
〔
遥
〕
望
遠
浦
帆
蹄
゜

2
〔
【
前
腔
】
〕
李
弘
〔
一
〕
不
恨
祢
来
卸
恨
誰
。
此
恨
何
日
忘
之
。
話

別
町
暉
情
惨
凄
。
難
割
捨
少
年
賢
妻
。
我
須
行
行
涙
（
淮
）
〔
垂
〕
。

這
雨
日
越
添
上
（
憔
）
〔
憔
〕
悴
。
他
那
里
。
日
日
寸
心
千
里
。

闊
五
里
一
雙
牌
。
磨
穿
（
巳
）
〔
幾
〕
射
鞘
゜
雁
飛
不
到
関
、

人
被
利
名
来
。
〔
由
〕

薗
機
微
（
捜
）
、
灰
回
鳩
侯
、
居
魚
、
支
時
韻
。
「
程
」
は
失
韻
。

岡
皿
汲
本
。

O
「
歩
砥
」
汲
本
「
歩
聟
」

0
「
魚
翁
」
汲
本
「
漁

翁」

0
「
敲
零
板
歌
整
謡
役
」
汲
本
「
動
浪
板
歌
整
揺
捜
」

0
「看

書
慮
」
汲
本
「
堪
玩
虞
」

0
「
揺
望
」
汲
本
「
遥
望
」
〇
〔
【
前

腔
】
〕
汲
本
【
前
腔
】

0
「
李
弘
」
汲
本
、
無

0
「
情
惨
凄
」
汲
本

「
心
惨
悽
」

0
「
難
割
捨
」
汲
本
「
撤
不
下
」

0
「
我
須
行
行

涙
淮
」
汲
本
「
行
行
涙
滴
」

0
「
這
雨
日
越
添
上
燻
悴
」
汲
本
「
我

為
仰
越
添
憔
悴
」

0
「
他
那
里
。
日
日
寸
心
千
里
」
汲
本
「
思
念
憶
、

倶
箇
是
寸
腸
千
里
」

回
0
【
集
賢
賓
】
ー
本
曲
は
、
格
律
か
ら
い
え
ば
第
二
句
目
の
「
程
」
が
失

韻
で
あ
り
、
別
の
字
に
校
訂
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
汲
本
が
同
じ
字

に
作
る
た
め
改
め
な
か
っ
た
。
ま
た
、
二
曲
目
冒
頭
の
「
李
弘
〔
一
〕
」
の

句
に
は
、
文
脈
か
ら
「
一
」
を
補
い
、
三
字
を
搬
字
と
し
た
。
な
お
、
機

微
・
支
時
・
灰
回
・
居
魚
各
韻
の
通
押
、
並
び
に
居
魚
韻
と
鳩
侯
韻
の
通
押
は

通
俗
文
學
で
は
散
見
さ
れ
る
が
、
本
套
敷
の
よ
う
に
そ
れ
ら
す
べ
て
が
通

押
さ
れ
る
例
は
ま
れ
で
あ
ろ
う
。
本
套
敷
は
そ
の
格
律
か
ら
す
れ
ば
す
べ

て
が
通
押
す
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

O
只
得
歩
（
砥
）
〔
跛
〕
登
程

_
「
磯
」
を
汲
本
は
「
聟
」
に
作
る
が
、
字
形
と
文
脈
か
ら
す
れ
ば
「
跛
」

字
に
校
訂
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
汲
本
が
な
ぜ
「
聟
」
に
作
る
の
か
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
。

0
野
草
閑
花
愁
滸
地
ー
常
語
。
普
通
は
「
野
草
閑
花

涌
地
愁
」
と
い
う
が
、
こ
こ
で
は
押
韻
の
都
合
上
字
句
が
入
れ
か
わ
っ
て

い
る
。
こ
の
句
は
、
金
・
李
俊
民
『
旺
靖
集
』
巻
四
「
哀
景
先
東
蹄
喪
馬
」

詩
に
も
と
づ
き
、
元
刊
本
『
苑
張
鶏
黍
』
第
三
折
【
勝
胡
蔵
】
や
、
『
哭
存
孝
』

第
二
折
に
も
見
え
る
。

O
敲
（
零
）
〔
榔
〕
板
歌
整
（
謡
役
）
〔
揺
捜
〕
ー

「
零
」
は
、
江
本
・
爺
本
に
従
っ
て
「
榔
」
に
校
訂
し
た
。
「
榔
」
は
「
嗚
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榔
」
の
語
で
偲
統
文
學
に
散
見
さ
れ
、
李
善
は
こ
の
字
に
「
長
木
」
と
註

し
（
『
文
選
』
巻
一

0
、
灌
岳
「
西
征
賦
」
註
）
、
ま
た
一
説
に
「
船
板
」

と
い
う
。
「
嗚
榔
」
は
、
船
個
を
た
た
い
て
拍
子
を
と
る
こ
と
。
ま
た
、
汲

本
に
従
っ
て
「
謡
」
を
「
揺
」
に
、
「
役
」
を
「
捜
」
に
改
め
た
。
ち
な
み

に
、
「
役
」
は
『
中
原
昔
韻
』
で
は
齊
微
韻
（
入
整
作
去
聟
）
、
「
捜
」
は
車

遮
韻
（
入
整
作
去
整
）
に
列
せ
ら
れ
る
。
「
役
」
と
「
捜
」
は
、
成
化
本
の
な

か
で
は
同
音
な
の
で
あ
ろ
う
。

O
（
看
）
〔
堪
〕
驚
虞
（
揺
）
〔
遥
〕
望
遠
浦

帆
蹄
ー
「
遠
浦
帆
蹄
」
は
、
宋
・
宋
迪
「
源
湘
八
景
闘
」
の
班
題
の
ひ
と
つ
。

こ
の
「
濯
湘
八
景
圏
」
に
開
し
て
は
、
宋
元
以
来
多
く
の
題
痘
詩
が
作
ら

れ
た
ほ
か
、
『
青
杉
涙
』
第
三
折
【
水
仙
子
】
に
八
景
す
べ
て
の
粛
題
が
詠
み

込
ま
れ
る
な
ど
、
俗
文
學
中
に
も
散
見
さ
れ
る
。

O
岡
岬
—
「
蒋
詩
」

は
、
退
場
詩
。
明
・
王
頴
徳
『
曲
律
』
に
「
論
落
詩
」
と
い
う
一
條
が
あ
り
、

「
落
詩
は
‘
亦
た
惟
だ
『
琵
琶
』
の
み
髄
を
得
た
り
。
毎
折
、
先
ず
古
語

二
句
を
定
下
（
お
）
き
、
郁
（
す
な
わ
）
ち
二
語
を
其
の
前
に
湊
（
あ
）
わ
す
。

惟
だ
に
場
下
の
人
眺
り
易
き
の
み
な
ら
ず
、
亦
た
優
人
を
し
て
記
（
お
ぼ
）

え
易
か
ら
し
む
」
と
い
う
。
な
お
、
南
戯
系
の
一
般
の
テ
キ
ス
ト
で
は
「
詩

日
」
と
は
標
記
す
る
が
、
「
落
詩
」
の
例
は
あ
ま
り
見
な
い
。

O
五
里

一
雙
牌
…
…
人
被
利
名
来
ー
「
五
里
一
雙
牌
」
は
、
「
五
里
章
牌
、
十
里
雙

喉
」
の
常
語
（
『
張
協
欣
元
』
第
五
出
）
に
従
っ
て
、
「
雙
」
を
「
輩
」
に
改

め
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
後
半
二
句
は
成
語
。
『
張
協
欣
元
』
第
二
二
出

退
場
詩
に
「
正
是
雁
飛
不
到
慮
、
人
被
利
名
牽
」
、
『
小
孫
屠
』
第
四
出
退

場
詩
に
「
雁
飛
不
到
慮
、
人
被
利
名
牽
」
と
あ
る
よ
う
に
、
普
通
は
「
来
」

第
十
一
出
〔
末
（
刀
斧
手
）
、
外
（
岳
節
度
使
）

兒
）
、
生
〕

二
浄
（
小
王
兒
・
小
張

を
「
牽
」
に
作
る
が
、
こ
こ
で
は
前
半
の
「
牌
」
「
鞣
」
と
押
韻
す
る
た
め
、

「
来
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

繭酉
が
登
場
し
て
う
た
う
＿

1
【
集
賢
賓
】
草
鞣
を
き
つ
く
結
ん
で
飛
ぶ
が
ご
と
く
。
た
だ
ひ
た

す
ら
先
を
急
ぎ
、
野
の
草
花
が
は
び
こ
る
よ
う
に
愁
い
が
胸
に
渦

ち
る
。
前
の
村
を
過
ぎ
れ
ば
小
橋
に
流
水
。
漁
翁
に
釣
人
。
遠
く

か
ら
聞
こ
え
て
く
る
の
は
船
板
を
叩
い
て
歌
う
聟
。
ま
こ
と
書
に

な
る
の
は
。
遠
く
の
港
へ
と
蹄
っ
て
い
く
帆
影
。

2
【
前
腔
】
李
弘
一
よ
お
ま
え
を
恨
ま
な
け
れ
ば
誰
を
恨
む
と
い
う

の
か
。
こ
の
恨
み
は
い
つ
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ら
れ
よ
う
。
悲
し
く

も
ね
ん
ご
ろ
に
別
れ
を
告
げ
。
若
い
妻
へ
の
思
い
が
斯
ち
切
り
難

い
。
わ
た
し
は
き
っ
と
歩
き
つ
つ
涙
を
流
し
。
こ
の
敷
日
で
更
に

痩
せ
衰
え
た
に
ち
が
い
な
い
。
彼
女
は
と
い
え
ば
。
日
々
心
を
千

里
に
飛
ば
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

鳳
五
里
ご
と
に
ふ
た
つ
の
標
識
が
あ
る
。
何
足
も
の
草
四

が
す
り
破
れ
た
。
雁
さ
え
飛
ん
で
束
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
に
、

人
が
功
名
に
引
か
れ
て
や
っ
て
く
る
。
国
幽
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園
山
回
（
唖
）
〔
衛
〕
公
吏
雨
邊
排
゜
閻
王
生
死
殿
、

不
倍
東
嶽
（
挟
）
〔
摘
〕
ヰ
小
人
是
岳
節
使
継
兵
官
手
下
刀

斧
手
的
便
是
。
打
掃
罷
堂
乾
浮
、
等
待
大
人
昇
堂
。
同
間
固
叩

使
上
開
〔
唱
〕
一

1
〔
【
梁
州
令
】
〕
（
字
）
〔
掌
〕
管
三
軍
腑
氣
雄
。
有
千
里
（
滅
）
〔
威
〕
風
。

奉
朝
□
見
招
軍
。
免
不
的
尊
王
命
令
。

鳳
在
朝
天
子
三
宣
、
（
間
）
〔
闘
〕
外
将
軍
一
令
。
老
夫
姓
岳

名
減
、
官
封
節
度
使
之
職
。
因
為
反
了
山
東
充
州
府
蘇
林
・
哀

角
雨
員
（
隠
）
〔
賊
〕
将
、
無
人
牧
捕
、
奉
朝
廷
（
名
）
〔
明
〕
有
旨

意
、
招
集
義
璽
二
千
。
不
兒
叫
過
手
下
。
左
右
、
那
里
。
国

固
麗
上
一
呼
‘
堵
下
百
（
納
）
〔
諾
〕
。
（
伏
）
〔
覆
〕
大
人
、
有
何

鉤
旨
。
阿
血
如
今
朝
廷
招
集
義
軍
三
(
+
)
〔
千
〕
、
便
替
我
教

場
門
上
掛
起
榜
文
、
祉
起
令
字
旗
、
貼
起
招
軍
牌
子
。
不
許
（
為
）

〔
違
〕
候
。
即
去
便
来
。
同
固
小
人
理
會
得
。
来
到
教
場
門
上
。

不
免
掛
起
榜
文
、
祉
起
令
（
子
）
〔
字
〕
旗
゜
只
得
等
候
看
有
甚

麿
人
来
。
口
間
上
投
軍
、
投
軍
、
投
軍
。
同
固
那
里
人
氏
。

冒
小
人
是
山
東
清
南
府
歴
城
縣
人
氏
。
同
国
那
位
是
那
里

人
氏
。
同
国
小
人
是
蘇
州
府
常
熟
縣
人
氏
。
同
固
等
待
我
去

通
報
大
人
知
道
。
報
。
同
固
報
甚
磨
。
同
固
外
邊
有
投
軍
的
。

向
着
他
進
来
。
閲
固
祢
二
人
進
来
、
老
大
人
叫
゜
□
阿
回

大
人
、
拝
揖
。
向
固
那
郷
人
氏
。
同
回
箇
是
山
東
清
南
府

歴
城
縣
人
氏
、
姓
王
、
一
箇
是
蘇
州
府
（
長
）
〔
常
〕
熟
縣
人
氏
、

姓
張
。
同
固
牧
了
上
上
名
。
＿
（
王
）
〔
末
〕
一
新
牧
了
小
王
兒
一
名
、

小
張
兒
一
名
。
同
固
軍
馬
（
以
）
〔
已
〕
勾
了
。
左
右
、
牧
了
榜

文
、
（
洛
）
〔
落
〕
了
令
（
子
）
〔
字
〕
旗
。
但
是
来
投
軍
的
、
不
用

了
。
〔
園
固
〕
小
人
理
會
得
。
商
牧
榜
文
且
国
山
回
心
慌
束
路
遠
。

長
官
、
小
人
是
投
軍
的
。
来
遅
了
些
、
煩
通
報
通
報
。
同
固

不
用
人
了
。
回
固
長
官
、
無
奈
何
。
通
報
通
報
。
同
国
唱
（
唱
）

〔
皓
〕
、
我
纏
弥
不
過
。
仰
等
着
、
我
去
報
（
伏
）
〔
覆
〕
。
報
。

鳳
報
甚
慶
冒
外
面
有
箇
投
軍
的
等
候
。
阿
国
噌
。
弟

子
核
兒
。
軍
馬
（
以
）
〔
已
〕
勾
、
吾
不
用
了
。
同
皿
大
人
、
（
道
）

〔
倒
〕
是
一
箇
好
漢
子
。
同
園
（
計
）
〔
既
〕
是
好
漢
、
着
他
進
来
。

冒
小
人
知
道
。
投
軍
的
、
（
看
）
〔
着
〕
弥
進
来
。
国
国
老
参
、

拝
揖
。
同
血
是
好
一
箇
漢
子
。
只
是
来
的
遅
了
、
也
罷
。
留

仰
在
長
行
隊
里
。
祢
姓
字
名
誰
、
那
郷
人
氏
。
国
固
小
人
是

徐
州
柿
縣
沙
陀
村
人
氏
、
姓
劉
名
〔
知
〕
遠
、
喫
糧
名
字
劉
（
見
）

〔
健
〕
兒
゜
阿
皿
（
計
）
〔
既
〕
是
這
等
、
牧
仰
在
長
行
隊
里
。
日

間
（
替
）
打
些
馬
草
、
夜
晩
提
鈴
喝
琥
゜
等
祢
久
後
有
功
、
再

倣
商
量
。
同
回
小
人
理
會
得
。
岡
国
大
小
三
軍
、
聴
吾
将
令
。

甲
馬
不
得
交
頭
接
耳
、
不
得
語
笑
喧
嘩
、
弓
弩
上
弦
刀
要
出

鞘゚冒
身
（
オ
）
〔
材
〕
相
貌
賓
堪
誇
。
臓
琥
提
鈴
最
可
（
加
）

正
是
學
成
文
武
藝
、
果
然
（
賀
）
〔
貨
〕
典
―
帝
王
家
。
国
El
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薗
東
同
、
倶
文
、
庚
亭
韻
。

璽
塁
O
〔
【
梁
州
令
】
〕
汲
本
【
梁
州
序
】

0
「
字
管
」
汲
本
「
掌

握」

0
「
滅
風
」
汲
本
「
威
風
」

0
「
奉
朝
□
見
招
軍
。
免
不

的
尊
王
命
令
」
汲
本
「
朝
廷
救
命
守
山
東
、
哨
不
免
行
吾
軍
令
」

回
0
努
披
（
唖
）
〔
術
〕
鼓
響
：
…
不
借
東
嶽
（
挟
）
〔
摘
〕
魂
蛋
—
元
曲
の
裁
判

シ
ー
ン
に
頻
見
さ
れ
る
登
場
詩
。
『
瑚
蝶
夢
』
第
二
折
、
『
魯
齋
郎
』
第
四

折
に
、
包
待
制
に
扮
し
た
外
の
登
場
詩
と
し
て
「
怨
努
（
一
作
略
賂
）
面
鼓

容
、
公
吏
雨
邊
排
゜
閻
王
生
死
殿
、
東
嶽
摘
魂
盛
」
と
あ
る
。
そ
れ
に
従

っ
て
「
唖
」
を
「
術
」
に
、
「
挟
」
を
「
摘
」
に
改
め
た
。
ま
た
、
成
化
本

第
四
〇
葉
b
に
こ
の
四
句
と
同
じ
詩
が
見
え
る
が
、
そ
こ
で
は
「
不
借
」

の
二
字
は
無
く
、
本
出
の
「
不
借
」
は
術
字
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
た

だ
し
、
『
劉
知
遠
諸
宮
調
』
第
一
【
瑶
登
月
】
に
「
叫
一
整
不
若
春
雷
」
、
永

柴
大
典
戯
文
『
錯
立
身
』
第
二
出
に
「
不
若
垣
蛾
離
月
殿
」
、
『
消
平
山
堂

話
本
』
「
西
湖
三
塔
記
」
に
「
不
若
裁
成
鮮
鮮
麗
錦
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の

「
不
若
」
は
「
若
」
と
同
意
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
不
借
」
も

こ
の
「
不
若
」
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
術
字
と
は
し
な
か
っ
た
。
な
お
「
閻

王
生
死
殿
」
と
「
東
嶽
摘
魂
疑
」
は
、
と
も
に
お
白
洲
を
た
と
え
た
も
の
。

〇
汀
扮
岳
節
使
上
開
〔
唱
〕
丁
サ
文
脈
上
「
唱
」
の
字
を
補
っ
た
。
卜
書
き
の
「
開
」

に
つ
い
て
は
、
前
稿
第
一
出
「
百
末
上
開
一
X
」
の
註
参
照
。
〇
〔
【
梁
州

令
】
〕
ー
原
文
に
は
曲
牌
名
の
記
載
が
な
く
、
汲
本
は
【
梁
州
序
】
と
す
る
が
、

そ
の
格
律
に
合
わ
な
い
。
詞
牌
【
梁
州
令
】
の
後
関
に
格
律
が
合
致
す
る
た

め
、
個
に
【
梁
州
令
】
に
改
め
た
。

O
奉
朝
□
見
招
軍
免
不
的
尊
王
命

令
ー
「
奉
朝
□
見
招
軍
」
句
は
、
詞
牌
【
梁
州
令
】
の
格
律
に
従
え
ば
六
字

句
で
あ
る
た
め
、
原
文
の
空
格
は
一
字
分
と
み
な
し
た
。
こ
の
二
句
は
、

空
格
も
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
、
個

に
「
口
見
」
を
「
旨
意
」
、
「
尊
王
」
を
「
遵
奉
」
の
誤
り
と
し
て
解
繹
し

た。

O
在
朝
天
子
三
宣
（
間
）
〔
閥
〕
外
将
軍
一
令
ー
常
語
。
外
の
登
場

詩
の
役
割
を
果
た
す
。
『
博
望
燒
屯
』
第
二
折
に
「
休
誤
在
朝
天
子
宣
、
莫

違
闘
外
将
軍
令
」
、
『
蕉
柏
記
』
第
一
七
出
に
「
朝
中
天
子
三
宣
、
闘
外
将

軍
一
令
」
と
あ
る
。

O
姓
岳
名
減
ー
江
本
は
、
汲
本
に
従
っ
て
「
減
」

を
「
勲
」
に
改
め
る
。

O
奉
朝
廷
（
名
）
〔
明
〕
有
旨
意
ー
「
名
」
の
ま

ま
で
は
意
味
が
通
じ
難
い
。
吏
賄
賭
で
は
「
明
」
は
、
明
文
化
、
の
意
味

で
用
い
ら
れ
る
た
め
、
文
字
を
改
め
た
。
な
お
、
江
本
・
裔
本
は
「
名
」
を

「
命
」
に
校
訂
し
、
「
命
」
で
断
句
す
る
。

O
罷
上
一
呼
堵
下
百
（
納
）

〔
諾
〕
ー
常
語
。
『
殿
案
齊
眉
』
第
二
折
に
「
堂
上
一
呼
‘
階
下
百
諾
」
、
『
宦

門
子
弟
錯
立
身
』
第
二
出
に
「
罷
上
一
呼
、
堵
下
百
諾
」
と
あ
る
。
な
お
、

「
納
」
は
『
中
原
昔
韻
』
で
は
家
麻
韻
（
入
整
作
去
整
）
、
「
諾
」
は
同
じ
く

歌
文
韻
（
入
整
作
去
整
）
に
屈
す
る
。
成
化
本
の
中
で
は
同
音
な
の
で
あ
ろ

う。

0
教
場
門
上
掛
起
榜
文
…
…
貼
起
招
軍
牌
子
ー
「
教
場
」
は
、

練
兵
場
。
（
漢
）
参
照
。
「
令
字
旗
」
は
、
命
令
を
殺
す
る
際
に
用
い
る
旗
°

「
令
」
の
字
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
「
令
字
旗
」
と
い
う
。
宋
・
洪
邁
『
夷

堅
支
志
』
甲
巻
三
「
王
宣
大
尉
」
の
條
に
「
蒋
訓
練
城
を
出
で
、
檀
渓
に

至
り
水
濱
に
飲
す
。
一
黄
衣
の
卒
令
字
旗
を
持
ち
大
呼
し
て
『
都
統
喚
ぶ
』
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と
曰
う
」
、
『
飛
刀
針
箭
』
楔
子
に
「
令
字
旗
催
促
先
鋒
、
帥
字
旗
為
軍
中

眼
目
」
と
あ
る
。

O
口
間
山
—
成
化
本
に
お
い
て
は
、
概
ね
道
化
役
に

「
浄
」
と
「
丑
」
の
脚
色
名
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
が
、
本
第
十
一
出
と
第

十
二
出
の
卜
書
き
で
は
、
「
浮
」
と
「
丑
」
が
謳
別
さ
れ
ず
共
に
「
浄
」
と

書
か
れ
、
二
人
の
道
化
役
を
総
稲
し
て
「
二
浄
」
と
標
記
す
る
。
そ
の
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
出
で
は
、
道
化
役
の
「
打
輝
」
が
省
略
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

O
上
上
名
ー
ニ
字
目
の
「
上
」
は
、
原

文
で
は
お
ど
り
字
。
「
上
名
」
で
、
登
録
す
る
、
の
意
と
解
し
た
が
、
あ
る

い
は
「
上
」
に
誤
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

O
但
是
ー
「
但
」
は
、

「
凡
」
と
同
義
。
（
宋
元
）
参
照
。

O
心
慌
来
路
遠
ー
成
語
。
『
望
江
亭
』

第
二
折
に
「
心
忙
来
路
遠
、
事
急
出
家
門
」
、
『
香
嚢
記
』
第
二
七
出
に
「
心

慌
来
路
遠
、
事
急
出
家
門
」
と
あ
る
。

O
同
固
唱
（
唱
）
〔
皓
〕
ー
「
唱

唱
」
を
、
江
本
・
愈
本
は
「
皓
皓
」
に
改
め
る
が
、
「
暗
」
は
上
官
に
射
し

て
挨
拶
す
る
際
に
被
す
る
整
で
あ
り
、
こ
こ
で
末
が
生
に
針
し
て
「
皓
」

と
い
う
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
唱
唱
」
を
「
唱
皓
」
と
校
訂

し
た
う
え
で
、
「
閲
固
」
と
順
序
を
入
れ
替
え
て
、
生
の
卜
書
き
で
あ
る
と

し
て
解
繹
し
た
。

O
我
握
弥
不
過
ー
「
儲
」
は
、
相
手
に
す
る
、
あ

し
ら
う
、
の
意
。
『
金
瓶
梅
』
第
五
九
回
に
「
瓜
兒
只
棟
軟
慮
捏
、
俺
毎
這

屋
裏
是
好
握
的
」
と
あ
る
。
（
漢
）
参
照
。

O
長
行
隊
—
歩
兵
隊
、
の

意
。
宋
・
金
時
代
に
特
徴
的
な
語
で
あ
り
（
『
宋
史
』
『
金
史
』
の
「
儀
志
」

「
兵
志
」
等
参
照
）
、
元
代
で
は
「
長
行
馬
」
の
例
は
あ
る
が
、
歩
兵
を
指

し
て
「
長
行
」
と
は
言
わ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
長
行
隊
」
並
び

に
後
文
の
の
語
は
、
成
化
本
『
白
免
記
』
が
も
と
づ
い
た
テ
キ

ス
ト
の
性
格
を
考
え
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

O
姓

字
名
誰
ー
名
前
を
た
ず
ね
る
際
の
常
套
表
現
。
敦
燻
文
書
ス
タ
イ
ン
ニ
―

四
四
「
韓
檎
虎
話
本
（
擬
題
）
」
に
「
住
居
何
慮
、
姓
字
名
誰
」
と
あ
る
ほ

か
、
成
化
本
第
四
一
葉
b
、
並
び
に
『
智
勇
定
齊
』
第
二
折
、
『
符
金
錠
』

第
三
折
等
に
同
様
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
江
本
・
愈
本
は
「
字
」
を

「
甚
」
に
校
訂
す
る
。

O
徐
州
浦
縣
沙
陀
村
人
氏
ー
劉
知
遠
が
徐
州

柿
縣
の
人
で
は
な
く
、
ま
た
徐
州
柿
縣
に
沙
陀
村
は
存
在
し
な
い
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

O
喫
糧
名
字
劉
（
見
）
〔
健
〕
兒
ー
「
喫
糧
」
は
、

金
代
の
制
度
「
射
糧
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
金
史
』
巻
四
二
「
儀
衛
志
」

（
下
）
「
百
官
儀
従
」
の
條
に
「
凡
そ
内
外
の
官
、
親
王
自
り
以
下
は
、
僚

従
各
お
の
名
敷
に
差
等
有
り
。
而
る
に
朱
衣
直
省
典
か
ら
ず
。
其
の
賤

な
る
者
は
、
一
に
引
接
と
曰
い
、

．．．．．． 
二
に
捧
揃
官
と
曰
い
、
…
・
：
三
に

本
破
と
日
い
、
…
•
•
•
四
に
公
使
と
曰
い
、
…
…
五
に
従
己
人
力
と
曰
い
、

．
．
．
．
．
．
。
五
等
は
皆
な
射
糧
軍
を
以
て
充
つ
。
其
の
軍
は
物
力
を
瞼
し
て
以

て
攻
討
を
事
と
す
る
に
非
ず
。
特
に
民
の
年
十
七
以
上
、
三
十
以
下
の
魁

偉
牡
健
な
る
者
を
招
募
し
、
牧
し
て
刺
し
、
資
糧
を
以
て
之
に
給
す
。
故

に
射
糧
と
曰
う
」
と
あ
る
。
劉
知
遠
が
射
糧
軍
に
身
を
投
じ
た
と
い
う
情

節
は
、
す
で
に
『
劉
知
遠
諸
宮
調
』
に
見
え
、
そ
の
第
二
【
高
平
調
】
【
賀
新

郎
】
に
「
太
原
府
文
面
倣
射
糧
」
と
あ
る
。
ま
た
「
射
糧
軍
」
が
元
曲
に
登

場
す
る
例
と
し
て
は
、
元
刊
本
『
遇
上
皇
』
第
二
折
【
尾
】
に
「
趙
上
皇
伽

穏
坐
皇
都
。
窓
知
這
畦
風
雪
的
射
糧
軍
干
受
苦
」
、
『
後
庭
花
』
第
一
折
【
混
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江
龍
】
に
「
伽
箇
身
着
紫
衣
堂
候
官
。
欺
負
俺
這
面
離
金
印
射
糧
軍
」
と
あ

る
。
ま
た
「
健
兒
」
は
、
兵
卒
、
の
意
。
『
大
唐
六
典
』
巻
五
「
尚
書
兵
部
」

に
「
天
下
の
諸
軍
に
健
兒
有
り
」
、
唐
・
杜
甫
「
哀
王
孫
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』

巻
四
）
に
「
朔
方
の
健
兒
好
身
手
、
昔
は
何
ぞ
勇
鋭
に
し
て
今
は
何
ぞ
愚

な
る
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
喫
糧
名
字
」
即
ち
軍
隊
に
お
け
る
呼
び
名

と
し
て
「
健
兒
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
同
様
の
例
と
し
て
は
、
『
奪

衣
襖
車
』
第
一
折
の
秋
宵
の
セ
リ
フ
に
「
今
在
翠
勝
管
中
、
倣
一
箇
軍
健

漢
、
人
口
順
、
都
叫
我
倣
小
健
兒
秋
青
」
と
あ
る
。

0
日
間
（
替
）
打

些
馬
草
夜
晩
提
鈴
喝
琥
ー
「
草
」
「
琥
」
で
押
韻
す
る
韻
文
。
成
化
本
第
三

〇
葉
b
、
汲
本
第
一
五
出
に
「
日
間
打
草
、
夜
間
提
鈴
喝
琥
」
、
汲
本
第
三

二
出
に
「
日
間
押
馬
草
‘
夜
間
提
鈴
喝
琥
」
と
あ
る
。
「
替
」
は
、
こ
の
ま

ま
で
は
意
味
が
通
じ
難
く
、
右
に
睾
げ
た
用
例
で
も
「
替
」
字
が
無
い
た

め
、
こ
こ
で
は
術
字
と
し
た
。

0
大
小
三
軍
…
…
弓
弩
上
弦
刀
要
出

鞘
ー
将
軍
が
軍
令
を
下
す
際
の
常
套
表
現
。
『
蹴
刀
會
』
第
三
折
に
「
大
小

三
軍
、
聴
吾
将
令
。
甲
馬
不
許
馳
駿
、
金
鼓
不
許
胤
嗚
、
不
許
交
頭
接
耳
、

不
許
語
笑
喧
嘩
。
弓
弩
上
弦
、
刀
剣
出
鞘
、
十
分
人
人
敢
勇
、
箇
箇
威
風
」
、

『
千
里
獨
行
』
第
四
折
に
「
大
小
三
軍
、
聴
吾
将
令
。
甲
馬
不
得
馳
駿
、

金
鼓
不
得
胤
嗚
。
不
得
交
頭
接
耳
、
不
得
語
笑
喧
呼
。
但
違
令
、
依
軍
令

決
無
軽
恕
」
と
あ
る
。

O
正
是
學
成
文
武
藝
果
然
（
賀
）
〔
貨
〕
典
帝
王

家
ー
成
語
。
『
消
平
山
堂
話
本
』
「
陳
巡
検
梅
嶺
失
妻
記
」
に
「
學
成
文
武

藝
‘
貨
典
―
帝
王
家
」
と
あ
る
ほ
か
、
錢
南
揚
『
永
柴
大
典
戯
文
三
種
校
註
』

（
北
京
中
華
書
局
、
一
九
七
九
）
「
張
協
朕
元
」
第
一
出
に
「
十
載
學
成
文

武
藝
、
今
年
貨
典
―
帝
王
家
」
と
あ
り
、
そ
の
校
註
（
三
O
)
に
お
い
て
こ
の

成
語
に
開
す
る
考
證
が
な
さ
れ
て
い
る
。

回

司
が
登
場
し
て
セ
リ
フ
を
言
う
一
ド
ン
ド
ン
と
役
所
の
太
鼓
が
響
き
、

役
人
が
雨
側
に
並
び
立
ち
ま
す
。
こ
の
お
白
州
は
ま
る
で
閻

魔
大
王
の
生
死
殿
、
東
嶽
大
帝
の
摘
魂
羅
。
わ
た
く
し
は
岳

節
使
総
兵
官
の
下
っ
ぱ
兵
卒
で
ご
ざ
い
ま
す
。
罷
堂
を
綺
麗

に
掃
除
し
、
官
人
さ
ま
の
お
出
ま
し
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。
向

が
岳
節
使
に
扮
し
登
場
し
、
開
場
し
て
う
た
う
一

1
【
梁
州
令
】
三
軍
を
取
り
仕
切
り
意
氣
軒
昂
。
威
風
は
千
里
に
渡

る
。
朝
廷
の
命
を
奉
じ
て
軍
を
あ
つ
め
ま
す
。
帝
の
命
に
は
し
た

が
い
ま
し
ょ
う
。

可
の
セ
リ
フ
＿
お
膝
元
で
は
天
子
の
三
宣
に
従
い
、
外
地
で
は
将

軍
の
一
命
で
決
ま
る
。
わ
た
く
し
は
姓
は
岳
、
名
は
減
と
申

し
、
節
度
使
の
官
職
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
山
東
究
州
府
の

蘇
林
と
哀
角
の
二
人
が
反
逆
し
て
、
捕
え
る
人
が
い
な
い
の

で
、
朝
廷
の
明
ら
か
な
る
ご
命
令
に
従
っ
て
、
三
千
人
の
軍

隊
を
募
集
致
し
ま
す
。
さ
っ
そ
く
部
下
た
ち
を
呼
び
ま
し
ょ

う
。
皆
の
も
の
、
ど
こ
に
お
る
。
茉
の
セ
リ
フ
＿
堂
上
で
一
た
び

呼
び
整
が
す
れ
ば
、
階
下
で
百
の
應
答
を
い
た
し
ま
す
。
長
官

さ
ま
、
如
何
な
る
ご
用
件
で
し
ょ
う
か
。
界
の
セ
リ
フ
＿
今
、
朝
廷

で
は
義
兵
三
千
人
を
集
め
て
お
る
ゆ
え
、
我
が
た
め
に
す
ぐ
さ
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ま
練
兵
場
の
門
に
掲
示
を
出
し
て
令
字
旗
を
揚
げ
、

の
札
を
貼
り
付
け
て
来
い
。
不
手
際
が
あ
っ
て
は
い
か
ん
ぞ
。

す
ぐ
に
行
っ
て
す
ぐ
に
蹄
っ
て
来
い
。
茉
の
セ
リ
フ
＿
心
得
ま
し

た
。
練
兵
場
の
門
の
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。
掲
示

を
出
し
て
令
字
旗
を
揚
げ
る
こ
と
に
致
し
ま
し
ょ
う
。
あ
と

は
ど
ん
な
連
中
が
来
る
の
か
見
届
け
ま
し
ょ
う
。
＿
二
浄
登
場
一

入
隊
‘
入
隊
、
入
隊
。
茉
の
セ
リ
フ
＿
ど
こ
の
者
だ
。
顎
の
セ
リ
フ
＿

わ
た
く
し
は
山
東
清
南
府
歴
城
縣
の
者
で
す
。
茉
の
セ
リ
フ
＿
そ

ち
ら
は
ど
こ
の
者
か
ね
。
顎
の
セ
リ
フ
＿
わ
た
く
し
は
蘇
州
府
常

熟
縣
の
者
で
す
。
茉
の
セ
リ
フ
＿
長
官
さ
ま
に
知
ら
せ
に
行
く
か

ら
し
ば
し
待
っ
て
お
れ
。
こ
報
告
致
し
ま
す
。
列
の
セ
リ
フ
＿
何

の
報
告
だ
。
茉
の
セ
リ
フ
＿
外
に
志
願
者
が
来
て
お
り
ま
す
。
同

の
セ
リ
フ
一
入
ら
せ
ろ
。
茉
の
セ
リ
フ
＿
二
人
と
も
入
り
な
さ
い
。
長

官
さ
ま
が
お
呼
び
だ
。
＿
二
浮
の
セ
リ
フ
＿
長
官
さ
ま
、
ご
機
嫌
よ

ろ
し
ゅ
う
。
可
の
セ
リ
フ
＿
ど
こ
の
者
だ
。
蒋
の
セ
リ
フ
＿
一
人
は
山

東
滑
南
府
歴
城
縣
の
者
で
、
姓
は
王
と
申
し
ま
す
。
も
う
一

人
は
蘇
州
府
常
熟
縣
の
者
で
姓
は
張
と
申
し
ま
す
。
芥
の
セ
リ

図
任
用
し
て
名
前
を
登
録
す
る
と
し
よ
う
。
茉
の
セ
リ
フ
一
新
た

に
小
王
兒
一
名
と
小
張
兒
一
名
と
を
任
用
い
た
し
ま
し
た
。

可
の
セ
リ
フ
一
軍
馬
は
も
う
十
分
だ
。
供
の
も
の
、
掲
示
を
回
牧

し
て
、
令
字
旗
を
下
げ
て
来
い
。
今
か
ら
志
願
し
て
き
た
者

は
、
み
な
不
採
用
だ
。
茉
の
セ
リ
フ
＿
心
得
ま
し
た
。
商
示
を
回
牧

す
る
し
ぐ
さ
二
国
が
登
場
し
て
セ
リ
フ
を
言
う
一
心
あ
わ
た
だ
し
く
遠
い

道
の
り
を
や
っ
て
来
ま
し
た
。
長
官
さ
ま
、
わ
た
し
も
志
願
者

で
す
。
来
る
の
が
い
さ
さ
か
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ど

う
か
お
取
次
ぎ
下
さ
い
。
茉
の
セ
リ
フ
＿
も
う
い
ら
ん
。
国
閂
団
川

図
長
官
さ
ま
、
そ
ん
な
殺
生
な
。
お
取
次
ぎ
下
さ
い
。
同
閲

す
る
し
ぐ
さ
二
末
の
セ
リ
フ
＿
お
ま
え
は
わ
し
の
手
に
負
え
ん
。
待

っ
て
お
れ
、
報
告
に
行
く
か
ら
。
こ
報
告
し
ま
す
。
罪
の
セ
リ

口
何
の
報
告
だ
。
茉
の
セ
リ
フ
＿
外
に
志
願
者
が
控
え
て
お
り
ま

す
。
邦
の
セ
リ
フ
＿
け
っ
°
馬
鹿
野
郎
。
軍
馬
は
十
分
だ
。
俺
は

も
う
採
用
せ
ん
ぞ
。
茉
の
セ
リ
フ
＿
長
官
さ
ま
、
で
も
好
漢
で
す

よ
。
京
の
セ
リ
フ
＿
好
漢
な
ら
ば
、
入
っ
て
こ
さ
せ
ろ
。
同
閂
田
川

ロ
わ
か
り
ま
し
た
。
志
願
者
よ
、
中
に
入
れ
。
宦
の
セ
リ
フ
一
旦

那
さ
ま
、
こ
機
嫌
よ
ろ
し
ゅ
う
。
罪
の
セ
リ
フ
ー
な
る
ほ
ど
好
漢

だ
な
。
来
る
の
は
遅
か
っ
た
が
、
ま
あ
よ
し
と
し
よ
う
。
お

ま
え
を
歩
兵
隊
に
入
れ
て
や
る
。
名
前
は
何
だ
、
ど
こ
の
者

だ
。
宦
の
セ
リ
フ
＿
わ
た
く
し
は
徐
州
柿
縣
沙
陀
村
の
者
で
、
姓

は
劉
、
名
は
知
遠
、
軍
隊
で
の
名
は
劉
健
兒
と
申
し
ま
す
。

可
の
セ
リ
フ
＿
そ
れ
な
ら
ば
、
お
ま
え
を
歩
兵
隊
に
任
用
し
よ
う
。

書
間
は
馬
草
を
刈
り
、
夜
は
見
回
り
を
し
て
鈴
を
鳴
ら
し
大

聟
で
叫
べ
。
し
ば
ら
く
し
て
お
ま
え
が
戦
功
を
立
て
れ
ば
、

そ
の
時
に
再
び
相
談
し
よ
う
。
宦
の
セ
リ
フ
一
心
得
ま
し
た
。
向

の
セ
リ
フ
一
三
軍
の
も
の
は
、
吾
が
軍
令
を
聞
け
。
兵
馬
は
耳
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第
十
二
出
〔
二
浮
（
同
前
）
、
生
、
貼
旦
（
岳
秀
英
）
〕

を
近
づ
け
て
私
語
し
た
り
、
笑
い
整
を
立
て
て
騒
い
だ
り
し

て
は
な
ら
ん
。
弓
に
は
弦
を
張
り
、
刀
は
鞘
を
彿
え
。

詩
に
曰
上
髄
格
容
貌
は
な
か
な
か
雄
偉
。
鈴
を
手
に
し
叫
ぶ
さ

ま
は
ま
こ
と
に
立
派
。
ま
さ
に
「
學
藝
武
藝
を
學
ん
で
、
そ

れ
を
帝
王
に
貸
し
典
え
る
」
と
い
う
や
つ
。
＿
一
同
退
墨

＿
二
浄
上
旦
薇
派
更
次
〔
科
〕
一
小
張
兒
打
頭
更
、
我
小
王
兒
打
二
更
‘

叫
劉
（
見
）
〔
健
〕
兒
打
三
更
。
四
更
・
五
更
都
是
他
打
。
胴
皿
劉

（
見
）
〔
健
〕
兒
。
国
山
固
受
人
之
托
、
必
嘗
終
人
之
事
。
二
位

長
官
、
作
揖
。
回
旺
、
作
揖
‘
作
揖
。
明
日
上
陣
也
只
作
揖

罷
。
国
国
長
官
、
人
将
證
架
廊
先
、
樹
賠
花
菓
廊
園
。
閏
固

不
要
講
轄
、
如
今
派
更
次
。
国
固
王
長
官
派
了
罷
。
同
血
是

小
張
兒
打
頭
更
、
我
打
二
更
、
劉
（
見
）
〔
健
〕
兒
‘
仰
打
三
更
・

四
更
・
五
更
。
国
皿
長
官
、
小
人
因
何
打
三
箇
更
次
。
胴
固
誰

交
仰
来
的
遅
了
。
不
張
兒
倣
打
更
且
回
国
三
更
牌
子
哩
。
小
人

去
虞
‘
遇
着
這
等
大
雪
。
急
生
是
好
。
不
免
且
去
大
人
家
小

姐
看
花
槻
（
一
人
ー
）
〔
下
〕
避
一
避
、
（
在
）
〔
再
〕
去
打
（
那
）
更
。
国

倣
（
二
）
〔
脆
〕
睡
且
酉
旦
上
〔
唱
〕
一

1
[
（
月
兒
高
）
〔
月
雲
高
〕
】
獨
上
層
棲
上
、
看
他
甚
行
止
。
郁
是
箇

巡
軍
、
差
使
不
由
（
巳
）
〔
己
〕
。
凍
（
先
）
〔
死
〕
街
前
、
無
人
可
憐
弥
゜

前
生
想
是
想
是
脩
不
足
。
今
世
為
人
受
這
等
狼
狽
。
我
直
不
住
守

闇
女
。
把
参
参
衣
服
去
典
他
遮
寒
髄
゜

薇
箇
包
歌
〔
科
〕
一
正
是
天
上
人
間
方
便
第
一
。
＿
〔
貼
〕
旦
工
国
側
躙
却

置
又
事
小
人
身
上
那
得
這
領
白
抱
°
老
参
家
櫻
門
又
不
曾

開
、
地
下
又
無
人
踪
跡
、
想
必
是
天
宮
上
賜
下
来
的
。
本
待

不
将
去
、
身
上
寒
冷
‘
又
待
拿
去
、
只
伯
人
説
賊
盗
倫
来
。

罷
罷
。
應
時
嘗
得
下
、
勝
似
（
毎
）
〔
岳
〕
陽
（
巾
）
〔
金
〕
。
国

圃
支
時
、
機
微
、
居
魚
（
足
）
、
灰
回
韻
°
「
上
」
は
失
韻
°

昌
汲
本
、
成
諧
。

0
【
月
兒
高
】
汲
本
【
月
璽
尚
】
、
成
譜
【
月
縛
吟
花

期】

0
「
層
槻
上
」
諸
本
「
層
槻
去
」

0
「
看
他
」
諸
本
「
聴
他
」

0
「
卸
是
箇
巡
軍
、
差
使
不
由
巳
゜
凍
先
街
前
、
無
人
可
憐
弥
。
前
生
想

是
想
是
脩
不
足
。
今
世
為
人
受
這
等
狼
狽
。
我
直
不
住
守
閏
女
。
把
参
参

衣
服
去
典
他
遮
寒
髄
」
、
汲
本
「
仔
細
聴
来
後
、
国
圃
闊
四

m国
郁
是
巡
更

輩
。
喝
琥
掲
鈴
、
整
音
振
屋
宇
。
交
奴
聰
得
心
憔
悴
。
落
在
長
行
隊
。
難

禁
這
勢
役
。
戦
雪
渦
天
飛
゜
凍
死
街
頭
、
那
有
人
来
憐
祢
」
、
成
譜
「
仔
細

聴
来
後
、
郁
是
巡
更
輩
。
喝
琥
掲
鈴
、
整
昔
振
屋
宇
。
教
奴
聴
得
心
憔
悴
゜

落
在
長
行
隊
。
難
禁
這
勢
役
。
旺
゜
賑
雪
滴
天
飛
゜
凍
死
街
頭
、
那
有
人

来
憐
仰
」

四
O
受
人
之
托
必
営
終
人
之
事
ー
成
語
。
『
陳
州
闘
米
』
第
三
折
、
元
本

『
琵
琶
記
』
第
五
出
等
に
同
じ
表
現
が
見
ら
れ
る
。

0
人
将
燈
柴
為
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先
樹
将
花
菓
為
園
ー
成
語
。
『
西
遊
記
』
第
三
六
回
に
「
人
将
證
柴
為
先
」

と
あ
り
、
『
三
賓
太
監
西
洋
記
通
俗
演
義
』
第
二

0
回
に
「
人
将
燈
柴
第
先
、

樹
賠
花
菓
為
園
」
、
『
小
五
義
』
第
六
六
回
に
「
人
将
證
柴
為
先
、
樹
将
枝

葉
為
園
」
と
あ
る
。

O
三
更
牌
子
ー
「
更
牌
」
は
、
夜
警
が
持
つ
牌

子
。
明
・
茅
元
儀
『
武
備
志
』
巻
―
―
-
「
軍
資
乗
」
「
守
」
「
約
束
」
「
設

巡
官
」
の
條
に
「
巡
蓮
の
役
を
設
く
。
尤
も
疎
虞
を
恐
れ
て
門
ご
と
に
男

に
武
職
官
二
員
を
選
ぶ
。
各
お
の
馬
匹
を
典
え
、
更
牌
・
更
箭
を
置
立
す
。

如
し
東
よ
り
巡
り
て
南
門
に
至
り
、
時
二
更
に
値
え
ば
、
東
門
の
官
一
更

の
箭
を
将
て
交
付
し
、
南
門
城
槻
の
上
官
瞼
牧
す
。
南
門
の
官
随
い
て

二
更
の
牌
を
付
し
て
東
門
に
典
え
て
瞼
と
為
さ
し
む
。
輪
番
迭
周
す
。
次

早
徳
巡
官
の
虞
に
送
り
て
査
考
せ
し
む
」
と
あ
る
。

O
（
在
）
〔
再
〕
去

打
（
那
）
更
ー
徹
本
に
従
い
、
「
那
」
を
術
字
と
し
た
。

O
（
二
）
〔
飩
〕
睡

_
「
二
」
は
原
文
訛
字
。
江
本
は
「
酎
睡
」
、
愈
本
は
「
飩
睡
」
と
す
る
。

こ
こ
で
は
文
意
よ
り
愈
本
に
従
っ
た
。

O
凍
（
先
）
〔
死
〕
ー
「
無
」
の

略
字
個
「
元
」
と
「
死
」
と
の
字
形
の
相
似
に
よ
る
誤
り
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

O
【
（
月
兒
高
）
〔
月
雲
高
〕
】
ー
本
曲
牌
を
汲
本
は
【
月
雲
高
】
、

成
譜
は
【
月
縛
吟
花
期
】
に
作
る
。
こ
こ
で
は
「
商
箇
包
歓
〔
科
〕
一
」
を
卜
書
き

と
し
、
「
正
是
天
上
人
間
方
便
第
一
」
を
セ
リ
フ
と
み
な
し
て
全
髄
を
十
句

と
考
え
、
格
律
か
ら
曲
牌
を
【
月
雲
高
】
と
し
た
。
な
お
、
汲
本
は
、
相
営

す
る
曲
文
を
二
曲
計
二
十
一
句
に
作
っ
た
う
え
で
、
本
曲
の
第
七
・
八
句
を

【
月
璽
尚
】
の
【
前
腔
】
で
「
前
生
倣
人
倣
人
脩
不
足
、
今
世
裏
罰
令
伽
受
努

緑
」
の
形
で
引
き
、
本
曲
の
第
十
句
は
セ
リ
フ
と
し
て
引
く
。
こ
れ
か
ら

す
れ
ば
、
本
曲
は
元
来
二
曲
で
あ
っ
た
も
の
が
、
何
ら
か
の
脱
落
に
よ
っ

て
現
在
残
る
成
化
本
の
曲
文
の
か
た
ち
に
な
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
【
月
雲
高
】
の
格
律
か
ら
す
れ
ば
、
第
一
句
目
の
「
上
」
が
失
韻
で
あ

る
ほ
か
、
第
七
句
目
が
六
乙
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。

O
差
使
不
由
（
巳
）

〔
己
〕
ー
お
上
に
仕
え
る
身
で
は
自
分
の
思
い
通
り
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を

言
う
常
語
。
『
秋
胡
戯
妻
』
第
一
折
に
「
上
命
官
差
、
事
不
由
己
」
、
『
削
紋

記
』
第
四

0
出
に
「
上
命
逍
差
、
身
不
由
己
」
と
あ
る
。

O
我
直
不

住
守
闇
女
ー
待
考
。
何
ら
か
の
誤
り
を
含
む
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
椴

に
「
直
」
を
「
止
」
と
し
、
語
順
を
入
れ
替
え
て
、
「
我
守
闇
女
止
不
住
」

と
し
て
諄
を
つ
け
た
。

O
天
上
人
間
方
便
第
一
ー
成
語
。
元
刊
本
『
事

林
廣
記
』
乙
集
巻
上
「
人
事
類
」
「
警
世
格
言
」
「
虞
己
警
語
」
の
條
に
「
千

純
萬
典
孝
義
為
先
、
天
上
人
間
方
便
第
一
」
と
あ
り
、
『
膵
氾
叔
』
第
二
折
‘

『
小
孫
屠
』
第
一

0
出
等
に
「
天
上
人
間
方
便
第
一
」
と
あ
る
。

O
又

事
ー
待
考
。
何
ら
か
の
誤
り
を
含
む
で
あ
ろ
う
。
愈
本
は
「
有
事
」
に
校

訂
し
て
断
句
す
る
。
こ
こ
で
は
「
又
是
」
を
「
（
蚤
）
〔
早
〕
是
」
の
誤
り
と

し
て
諄
を
つ
け
た
。

O
白
抱
ー
後
文
で
は
全
て
「
百
花
戦
抱
」
に
作

る
の
で
、
こ
こ
も
「
百
花
抱
」
と
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

O
應
時

嘗
得
下
勝
似
（
毎
）
〔
岳
〕
陽
（
巾
）
〔
金
〕
ー
成
語
。
生
の
退
場
詩
の
役
割
を
果

た
す
。
汲
本
に
従
っ
て
「
岳
陽
金
」
に
校
訂
し
た
。
こ
の
成
語
に
つ
い
て

は
、
錢
南
揚
『
永
柴
大
典
戯
文
三
種
校
註
』
「
張
協
朕
元
」
第
一
―
出
に
「
此

雪
應
須
還
得
下
。
果
然
勝
似
岳
陽
金
」
と
見
え
る
ほ
か
、
錢
南
揚
『
元
本
琵

琶
記
校
註
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
0
)
第
三
二
出
の
退
場
詩
に
も
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「
但
願
應
時
還
得
見
、
果
然
勝
似
岳
陽
金
」
と
あ
り
、
そ
れ
ら
の
註
は
、
「
岳

陽
金
」
は
元
来
『
詩
純
』
「
魯
頌
・
洋
水
」
に
も
と
づ
く
語
で
あ
る
と
述
べ

る
。
「
岳
陽
金
」
は
貴
重
な
も
の
の
た
と
え
。
成
語
中
に
い
う
「
下
」
は
、

元
来
は
雪
や
雨
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
「
嘗
得
」
は
「
應
該
」
の
意
。

前
稿
第
九
出
註
参
照
。

回

＿
二
浄
が
登
場
し
て
セ
リ
フ
を
言
う
二
夜
回
り
を
す
る
し
ぐ
さ
＿
小
辛
諏
臼
や
が
初
~

更
の
夜
回
り
を
し
て
、
俺
‘
小
王
兒
が
二
更
の
夜
回
り
を
す

る
、
劉
健
兒
に
は
三
更
の
夜
回
り
を
や
ら
せ
、
四
更
・
五
更
も

や
つ
が
夜
回
り
を
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
蒋
が
呼
ぶ
＿
劉
健
兒
゜

宦
が
登
場
し
て
セ
リ
フ
を
言
ユ

A
か
ら
頼
み
を
受
け
た
な
ら
、
必

ず
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
。
長
官
の
お
ふ
た
方
、
敬
證
。
同

同
団
闊
ち
っ
、
敬
譴
敬
譴
（
お
ま
え
は
）
明
日
出
陣
し
て

も
敬
蓋
だ
け
し
て
お
し
ま
い
か
。
宦
の
セ
リ
フ
＿
長
官
、
「
人
が

帽
儀
を
第
一
と
す
る
の
は
、
樹
木
が
花
や
果
賓
に
よ
っ
て
園

林
を
飾
る
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
い
い
ま
す
。

人
や
世
間
に
接
す
る
に
は
ま
ず
最
初
に
嘘
儀
を
虚
く
さ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
罹
の
セ
リ
フ
＿
證
儀
の
講
繹
は
い
ら
ん
。
今
は
夜

回
り
だ
。
宦
の
セ
リ
フ
＿
王
長
官
が
行
か
れ
た
ら
よ
ろ
し
い
で
し

ょ
う
。
音
の
セ
リ
フ
＿
小
張
兒
が
初
更
の
夜
回
り
を
し
て
、
俺
が

二
更
の
夜
回
り
を
す
る
、
劉
健
兒
、
お
ま
え
は
三
更
・
四
更
・

五
更
の
夜
回
り
を
す
る
の
だ
。
宦
の
セ
リ
フ
＿
長
官
、
わ
た
し
が

な
ぜ
三
回
も
夜
回
り
を
す
る
の
で
す
か
。
顎
の
セ
リ
フ
＿
誰
が
お

ま
え
に
遅
れ
て
来
い
と
言
っ
た
。
不
張
兒
が
夜
回
り
に
行
く
し
ぐ
さ
＿

国
三
更
の
札
で
す
。
わ
た
し
が
行
け
ば
、
こ
ん
な
大
雪

だ
。
ど
う
し
た
も
の
か
。
し
ば
ら
く
長
官
さ
ま
の
家
の
お
嬢

さ
ん
の
看
花
櫻
の
下
で
大
雪
を
し
の
ぐ
と
し
よ
う
。
そ
の
あ

と
、
ま
た
見
回
り
に
行
こ
う
。
宦
が
居
眠
り
を
す
る
し
ぐ
さ
＿
醐
国
聞

登
場
し
て
う
た
う
一

1
【
月
雲
高
】
獨
り
高
櫻
に
登
り
、
何
を
す
る
の
か
見
て
み
る
と
。

な
ん
と
見
回
り
役
の
一
兵
卒
‘
宮
仕
え
は
ま
ま
な
ら
ぬ
も
の
。
通

り
で
凍
え
死
の
う
と
、
憐
れ
む
人
は
誰
も
い
な
い
。
前
世
で
は
思

う
に
思
う
に
徳
を
積
む
こ
と
が
足
り
ず
。
現
世
で
こ
ん
な
苦
難
を

受
け
て
い
る
。
わ
た
く
し
深
窟
の
む
す
め
も
思
わ
ず
。
お
父
さ
ま

の
服
を
彼
に
典
え
て
寒
さ
を
し
の
い
で
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

荒
を
か
け
る
し
ぐ
さ
＿
「
天
界
で
あ
れ
下
界
で
あ
れ
方
便
が
一
番
」

と
申
し
ま
す
。
酉
旦
が
退
場
す
る
一
宦
が
目
覺
め
る
し
ぐ
さ
二
生
の
セ
リ
フ
＿

幸
い
に
も
わ
た
し
の
身
髄
の
上
に
ど
こ
か
ら
か
白
い
打
掛
け

が
。
旦
那
さ
ま
の
家
の
棲
門
も
開
い
て
は
い
な
い
し
、
地
面

に
も
人
の
足
跡
は
な
い
、
き
っ
と
天
か
ら
の
賜
り
物
だ
ろ
う
。

持
っ
て
行
く
ま
い
と
す
れ
ば
身
腔
は
寒
い
が
、
持
っ
て
行
こ

う
と
す
れ
ば
人
は
盗
人
が
盗
ん
で
い
っ
た
と
言
う
か
も
し
れ

な
い
。
ま
あ
い
い
か
。
「
降
る
べ
き
時
に
降
る
雪
は
、
岳
陽
の

金
に
も
勝
る
」
っ
て
も
ん
だ
。
国
幽
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